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(57)【要約】
　ワイヤレス通信のための技法について説明する。ワイ
ヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信のための方法は
、接続モードにおいて少なくとも1つの共有チャネル上
でネットワークと通信するための複数のモードに従って
動作するための能力の指示を送信するステップを含む。
複数のモードは、狭帯域モードおよび少なくとも1つの
広帯域化モードを含む。各広帯域化モードは、狭帯域モ
ードに関連付けられた狭帯域共有チャネル帯域幅と、広
帯域モードに関連付けられた広帯域共有チャネル帯域幅
との間の共有チャネル帯域幅に少なくとも部分的に基づ
く。方法はまた、狭帯域モードまたは少なくとも1つの
広帯域化モードのうちの1つでの動作に関連付けられた
共有チャネル割当てを受信するステップと、接続モード
にあるとき、受信された共有チャネル割当てに従って、
共有チャネル上で通信するステップとを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレスデバイスにおけるマシンタイプ通信のための方法であって、
　接続モードにおいて少なくとも1つの共有チャネル上でネットワークと通信するための
複数のモードに従って動作するための能力の指示を送信するステップであって、前記複数
のモードは、狭帯域モードおよび少なくとも1つの広帯域化モードを含み、各広帯域化モ
ードは、前記狭帯域モードに関連付けられた狭帯域共有チャネル帯域幅と、広帯域モード
に関連付けられた広帯域共有チャネル帯域幅との間の共有チャネル帯域幅に少なくとも部
分的に基づき、前記狭帯域共有チャネル帯域幅は、前記広帯域共有チャネル帯域幅とは異
なる、ステップと、
　前記狭帯域モードまたは前記少なくとも1つの広帯域化モードのうちの1つでの動作に関
連付けられた共有チャネル割当てを受信するステップと、
　前記接続モードにあるとき、前記受信された共有チャネル割当てに従って、共有チャネ
ル上で通信するステップとを含む方法。
【請求項２】
　狭帯域グラントおよび広帯域化グラントのうちの少なくとも1つもしくは広帯域グラン
ト、または共通探索空間中の狭帯域グラントおよびデバイス固有探索空間中の広帯域化グ
ラントのうちの少なくとも1つもしくは広帯域グラントにおいて、前記共有チャネル割当
てについて監視するステップをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記ネットワークとの前記接続モードに遷移するステップと、
　前記ネットワークとの前記接続モードに遷移したことに少なくとも部分的に基づいて、
前記共有チャネル割当てについて監視するステップとをさらに含む、請求項1に記載の方
法。
【請求項４】
　前記共有チャネル割当てについて監視する前記ステップは、前記共有チャネル割当てに
ついて少なくとも1つの広帯域グラントを監視するステップであって、各広帯域グラント
は前記広帯域モードに関連付けられる、ステップ、前記少なくとも1つの広帯域グラント
に割り振られたリソースブロックのサブセットを、前記共有チャネル割当てについて監視
するステップ、前記少なくとも1つの広帯域化モードに関連付けられた少なくとも1つの広
帯域化グラントを、前記共有チャネル割当てについて監視するステップ、狭帯域のグルー
プに関連付けられた少なくとも1つの広帯域化グラントを、前記共有チャネル割当てにつ
いて監視するステップ、またはそれらの組合せのうちの少なくとも1つを含む、請求項3に
記載の方法。
【請求項５】
　前記ネットワークから、少なくとも1つの共有チャネル割当てについて監視するための
指示を受信するステップと、
　前記少なくとも1つの共有チャネル割当てについて監視するための、前記受信された指
示に従って、前記共有チャネル割当てについて監視するステップとをさらに含む、請求項
1に記載の方法。
【請求項６】
　前記共有チャネル割当てについて監視する前記ステップは、前記共有チャネル割当てに
ついて少なくとも1つの広帯域グラントを監視するステップであって、各広帯域グラント
は前記広帯域モードに関連付けられる、ステップ、前記少なくとも1つの広帯域グラント
に割り振られたリソースブロックのサブセットを、前記共有チャネル割当てについて監視
するステップ、前記少なくとも1つの広帯域化モードに関連付けられた少なくとも1つの広
帯域化グラントを、前記共有チャネル割当てについて監視するステップ、狭帯域のグルー
プに関連付けられた少なくとも1つの広帯域化グラントを、前記共有チャネル割当てにつ
いて監視するステップ、またはそれらの組合せのうちの少なくとも1つを含む、請求項5に
記載の方法。
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【請求項７】
　接続モードにおいて少なくとも1つの共有チャネル上でネットワークと通信するための
複数のモードに従って動作するための、前記指示される能力は、前記ワイヤレスデバイス
の最大サポート帯域幅の指示を含み、前記共有チャネル割当ては、前記ワイヤレスデバイ
スの前記最大サポート帯域幅以下である共有チャネル帯域幅を有するモードに関連付けら
れる、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　受信する前記ステップおよび通信する前記ステップはクロスサブフレームで起こる、請
求項1に記載の方法。
【請求項９】
　前記共有チャネル割当てに関連付けられた周波数ホッピングの指示を受信するステップ
であって、前記周波数ホッピングの前記指示は、広帯域化モードに関連付けられたより広
い帯域に少なくとも部分的に基づく周波数ホッピングオフセット、リソースブロックの数
に少なくとも部分的に基づく周波数ホッピングオフセット、ミラーホッピングを使うため
の指示、アップリンク通信にスロットベースのホッピングを使うための指示、または周波
数ホッピングを使わないという指示のうちの少なくとも1つを含む、ステップをさらに含
む、請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
　ダウンリンク通信のための不連続リソース割振りの指示、またはアップリンク通信のた
めのマルチクラスタリソース割振りの指示のうちの少なくとも1つを受信するステップを
さらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１１】
　半永続的スケジューリング(SPS)が前記複数のモードのうちのあるモード用にアクティ
ブ化されていることを示す無線リソース制御(RRC)メッセージを受信するステップをさら
に含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１２】
　半永続的スケジューリング(SPS)がアクティブ化されていることを示す無線リソース制
御(RRC)メッセージを受信するステップと、
　前記ワイヤレスデバイスの最大サポート帯域幅、または前記共有チャネル割当てに関連
付けられたモードに少なくとも部分的に基づいて、前記SPSがアクティブ化されている、
前記複数のモードのうちの前記モードを識別するステップをさらに含む、請求項1に記載
の方法。
【請求項１３】
　マシンタイプ通信(MTC)物理ダウンリンク制御チャネル(MPDCCH)の送信に使われる狭帯
域を含むサブバンドを識別するステップであって、前記サブバンドは、前記MPDCCH用に使
われる前記狭帯域よりも大きい帯域幅を有する、ステップと、
　前記少なくとも1つの広帯域化モードのうちの1つで通信するとき、前記識別されたサブ
バンドについてのチャネル状態情報(CSI)フィードバックを送信するステップとをさらに
含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１４】
　チャネル状態情報(CSI)フィードバックに関連付けられたサブバンドを識別するステッ
プであって、前記サブバンドは、前記狭帯域共有チャネル帯域幅と前記広帯域共有チャネ
ル帯域幅との間の帯域幅を有する、ステップと、
　前記少なくとも1つの広帯域化モードのうちの1つで通信するとき、前記識別されたサブ
バンドについてのCSIフィードバックを送信するステップとをさらに含む、請求項1に記載
の方法。
【請求項１５】
　前記狭帯域モードに関連付けられた単一セル地点対多地点(SC-PTM)リソースの第1のセ
ットと、前記少なくとも1つの広帯域化モードのうちの少なくとも第1の広帯域化モードに
関連付けられたSC-PTMリソースの第2のセットとを識別するシステム情報ブロックを受信
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するステップをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１６】
　前記システム情報ブロック中で、前記狭帯域モードに関連付けられたSC-PTMリソースの
前記第1のセットに関連付けられた第1のトランスポートブロックサイズ(TBS)の第1の指示
、および前記第1の広帯域化モードに関連付けられたSC-PTMリソースの前記第2のセットに
関連付けられた第2のTBSの第2の指示を受信するステップをさらに含む、請求項15に記載
の方法。
【請求項１７】
　マシンタイプ通信(MTC)物理ダウンリンク制御チャネル(MPDCCH)中で、前記狭帯域モー
ドに関連付けられたSC-PTMリソースの前記第1のセットに関連付けられた第1のトランスポ
ートブロックサイズ(TBS)の第1の指示、または前記第1の広帯域化モードに関連付けられ
たSC-PTMリソースの前記第2のセットに関連付けられた第2のTBSの第2の指示を受信するス
テップをさらに含む、請求項15に記載の方法。
【請求項１８】
　前記狭帯域モード用の測位基準シンボル(PRS)の第1のセット、前記少なくとも1つの広
帯域化モードのうちの少なくとも第1の広帯域化モード用のPRSの第2のセット、またはそ
れらの組合せのうちの少なくとも1つの、指示を受信するステップをさらに含む、請求項1
に記載の方法。
【請求項１９】
　前記通信することは、第1の帯域から第2の帯域への再同調に少なくとも部分的に基づき
、前記方法は、
　前記第1の帯域および前記第2の帯域が前記ワイヤレスデバイスの最大サポート帯域幅内
であるとき、サウンディング基準信号(SRS)を送信するステップをさらに含む、請求項1に
記載の方法。
【請求項２０】
　前記少なくとも1つの広帯域化モードは、単一の広帯域化モードまたは複数の広帯域化
モードを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項２１】
　前記少なくとも1つの広帯域化モードは第1の広帯域化モードおよび第2の広帯域化モー
ドを含み、前記第1の広帯域化モードは、前記第2の広帯域化モードとは異なる共有チャネ
ル帯域幅に少なくとも部分的に基づく、請求項1に記載の方法。
【請求項２２】
　前記少なくとも1つの広帯域化モードは、
　広帯域化ダウンリンク共有チャネル帯域幅と、
　前記広帯域化ダウンリンク共有チャネル帯域幅とは異なる広帯域化アップリンク共有チ
ャネル帯域幅とを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項２３】
　前記複数のモードで動作するための前記能力の前記指示を送信するステップは、
　前記ワイヤレスデバイスの最大サポート帯域幅の指示を送信するステップを含む、請求
項1に記載の方法。
【請求項２４】
　前記少なくとも1つの共有チャネルは、物理ダウンリンク共有チャネル(PDSCH)、物理ア
ップリンク共有チャネル(PUSCH)、またはそれらの組合せのうちの少なくとも1つを含む、
請求項1に記載の方法。
【請求項２５】
　ワイヤレスデバイスにおけるマシンタイプ通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリとを備え、
　前記プロセッサおよび前記メモリは、
　接続モードにおいて少なくとも1つの共有チャネル上でネットワークと通信するための
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複数のモードに従って動作するための能力の指示を送信することであって、前記複数のモ
ードは、狭帯域モードおよび少なくとも1つの広帯域化モードを含み、各広帯域化モード
は、前記狭帯域モードに関連付けられた狭帯域共有チャネル帯域幅と、広帯域モードに関
連付けられた広帯域共有チャネル帯域幅との間の共有チャネル帯域幅に少なくとも部分的
に基づき、前記狭帯域共有チャネル帯域幅は前記広帯域共有チャネル帯域幅とは異なる、
送信することと、
　前記狭帯域モードまたは前記少なくとも1つの広帯域化モードのうちの1つでの動作に関
連付けられた共有チャネル割当てを受信することと、
　前記接続モードにあるとき、前記受信された共有チャネル割当てに従って、共有チャネ
ル上で通信することとを行うように構成される、装置。
【請求項２６】
　前記プロセッサおよびメモリは、
　狭帯域グラントおよび広帯域化グラントのうちの少なくとも1つもしくは広帯域グラン
ト、または共通探索空間中の狭帯域グラントおよびデバイス固有探索空間中の広帯域化グ
ラントのうちの少なくとも1つもしくは広帯域グラントにおいて、前記共有チャネル割当
てについて監視するように構成される、請求項25に記載の装置。
【請求項２７】
　前記プロセッサおよびメモリは、
　前記ネットワークとの前記接続モードに遷移し、
　前記ネットワークとの前記接続モードに遷移したことに少なくとも部分的に基づいて、
前記共有チャネル割当てについて監視するように構成される、請求項25に記載の装置。
【請求項２８】
　前記共有チャネル割当てについて監視することは、前記プロセッサおよびメモリのうち
の少なくとも1つが、前記共有チャネル割当てについて少なくとも1つの広帯域グラントを
監視することであって、各広帯域グラントは前記広帯域モードに関連付けられる、監視す
ること、前記少なくとも1つの広帯域グラントに割り振られたリソースブロックのサブセ
ットを、前記共有チャネル割当てについて監視すること、前記少なくとも1つの広帯域化
モードに関連付けられた少なくとも1つの広帯域化グラントを、前記共有チャネル割当て
について監視すること、狭帯域のグループに関連付けられた少なくとも1つの広帯域化グ
ラントを、前記共有チャネル割当てについて監視すること、またはそれらの組合せを行う
ように構成されることを含む、請求項27に記載の装置。
【請求項２９】
　前記プロセッサおよびメモリは、
　前記ネットワークから、少なくとも1つの共有チャネル割当てについて監視するための
指示を受信し、
　前記少なくとも1つの共有チャネル割当てについて監視するために、前記受信された指
示に従って、前記共有チャネル割当てについて監視するように構成される、請求項25に記
載の装置。
【請求項３０】
　前記共有チャネル割当てについて監視することは、前記プロセッサおよびメモリのうち
の少なくとも1つが、前記共有チャネル割当てについて少なくとも1つの広帯域グラントを
監視することであって、各広帯域グラントは前記広帯域モードに関連付けられる、監視す
ること、前記少なくとも1つの広帯域グラントに割り振られたリソースブロックのサブセ
ットを、前記共有チャネル割当てについて監視すること、前記少なくとも1つの広帯域化
モードに関連付けられた少なくとも1つの広帯域化グラントを、前記共有チャネル割当て
について監視すること、狭帯域のグループに関連付けられた少なくとも1つの広帯域化グ
ラントを、前記共有チャネル割当てについて監視すること、またはそれらの組合せを行う
ように構成されることを含む、請求項29に記載の装置。
【請求項３１】
　接続モードにおいて少なくとも1つの共有チャネル上でネットワークと通信するための
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複数のモードに従って動作するための、前記指示される能力は、前記ワイヤレスデバイス
の最大サポート帯域幅の指示を含み、前記共有チャネル割当ては、前記ワイヤレスデバイ
スの前記最大サポート帯域幅以下である共有チャネル帯域幅を有するモードに関連付けら
れる、請求項25に記載の装置。
【請求項３２】
　前記受信することおよび前記通信することはクロスサブフレームで起こる、請求項25に
記載の装置。
【請求項３３】
　前記プロセッサおよびメモリは、
　前記共有チャネル割当てに関連付けられた周波数ホッピングの指示を受信することであ
って、前記周波数ホッピングの前記指示は、広帯域化モードに関連付けられたより広い帯
域に少なくとも部分的に基づく周波数ホッピングオフセット、リソースブロックの数に少
なくとも部分的に基づく周波数ホッピングオフセット、ミラーホッピングを使うための指
示、アップリンク通信にスロットベースのホッピングを使うための指示、または周波数ホ
ッピングを使わないという指示のうちの少なくとも1つを含む、受信することを行うよう
に構成される、請求項25に記載の装置。
【請求項３４】
　前記プロセッサおよびメモリは、
　ダウンリンク通信のための不連続リソース割振りの指示、またはアップリンク通信のた
めのマルチクラスタリソース割振りの指示のうちの少なくとも1つを受信するように構成
される、請求項25に記載の装置。
【請求項３５】
　前記プロセッサおよびメモリは、
　半永続的スケジューリング(SPS)が前記複数のモードのうちのあるモード用にアクティ
ブ化されていることを示す無線リソース制御(RRC)メッセージを受信するように構成され
る、請求項25に記載の装置。
【請求項３６】
　前記プロセッサおよびメモリは、
　半永続的スケジューリング(SPS)がアクティブ化されていることを示す無線リソース制
御(RRC)メッセージを受信し、
　前記ワイヤレスデバイスの最大サポート帯域幅、または前記共有チャネル割当てに関連
付けられたモードに少なくとも部分的に基づいて、前記SPSがアクティブ化されている、
前記複数のモードのうちの前記モードを識別するように構成される、請求項25に記載の装
置。
【請求項３７】
　前記プロセッサおよびメモリは、
　マシンタイプ通信(MTC)物理ダウンリンク制御チャネル(MPDCCH)の送信に使われる狭帯
域を含むサブバンドを識別することであって、前記サブバンドは、前記MPDCCH用に使われ
る前記狭帯域よりも大きい帯域幅を有する、識別することと、
　前記少なくとも1つの広帯域化モードのうちの1つで通信するとき、前記識別されたサブ
バンドについてのチャネル状態情報(CSI)フィードバックを送信することとを行うように
構成される、請求項25に記載の装置。
【請求項３８】
　前記プロセッサおよびメモリは、
　チャネル状態情報(CSI)フィードバックに関連付けられたサブバンドを識別することで
あって、前記サブバンドは、前記狭帯域共有チャネル帯域幅と前記広帯域共有チャネル帯
域幅との間の帯域幅を有する、識別することと、
　前記少なくとも1つの広帯域化モードのうちの1つで通信するとき、前記識別されたサブ
バンドについてのCSIフィードバックを送信することとを行うように構成される、請求項2
5に記載の装置。
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【請求項３９】
　前記プロセッサおよびメモリは、
　前記狭帯域モードに関連付けられた単一セル地点対多地点(SC-PTM)リソースの第1のセ
ットと、前記少なくとも1つの広帯域化モードのうちの少なくとも第1の広帯域化モードに
関連付けられたSC-PTMリソースの第2のセットとを識別するシステム情報ブロックを受信
するように構成される、請求項25に記載の装置。
【請求項４０】
　前記プロセッサおよびメモリは、
　前記システム情報ブロック中で、前記狭帯域モードに関連付けられたSC-PTMリソースの
前記第1のセットに関連付けられた第1のトランスポートブロックサイズ(TBS)の第1の指示
、および前記第1の広帯域化モードに関連付けられたSC-PTMリソースの前記第2のセットに
関連付けられた第2のTBSの第2の指示を受信するように構成される、請求項39に記載の装
置。
【請求項４１】
　前記プロセッサおよびメモリは、
　マシンタイプ通信(MTC)物理ダウンリンク制御チャネル(MPDCCH)中で、前記狭帯域モー
ドに関連付けられたSC-PTMリソースの前記第1のセットに関連付けられた第1のトランスポ
ートブロックサイズ(TBS)の第1の指示、または前記第1の広帯域化モードに関連付けられ
たSC-PTMリソースの前記第2のセットに関連付けられた第2のTBSの第2の指示を受信するよ
うに構成される、請求項39に記載の装置。
【請求項４２】
　前記プロセッサおよびメモリは、
　前記狭帯域モード用の測位基準シンボル(PRS)の第1のセット、前記少なくとも1つの広
帯域化モードのうちの少なくとも第1の広帯域化モード用のPRSの第2のセット、またはそ
れらの組合せのうちの少なくとも1つの、指示を受信するように構成される、請求項25に
記載の装置。
【請求項４３】
　前記通信することは、第1の帯域から第2の帯域への再同調に少なくとも部分的に基づき
、前記プロセッサおよびメモリは、
　前記第1の帯域および前記第2の帯域が前記ワイヤレスデバイスの最大サポート帯域幅内
であるとき、サウンディング基準信号(SRS)を送信するように構成される、請求項25に記
載の装置。
【請求項４４】
　前記少なくとも1つの広帯域化モードは、単一の広帯域化モードまたは複数の広帯域化
モードを含む、請求項25に記載の装置。
【請求項４５】
　前記少なくとも1つの広帯域化モードは第1の広帯域化モードおよび第2の広帯域化モー
ドを含み、前記第1の広帯域化モードは、前記第2の広帯域化モードとは異なる共有チャネ
ル帯域幅に少なくとも部分的に基づく、請求項25に記載の装置。
【請求項４６】
　前記少なくとも1つの広帯域化モードは、
　広帯域化ダウンリンク共有チャネル帯域幅と、
　前記広帯域化ダウンリンク共有チャネル帯域幅とは異なる広帯域化アップリンク共有チ
ャネル帯域幅とを含む、請求項25に記載の装置。
【請求項４７】
　複数のモードに従って動作するための前記能力の前記指示を送信することは、前記プロ
セッサおよびメモリが、
　前記ワイヤレスデバイスの最大サポート帯域幅の指示を送信するように構成されること
を含む、請求項25に記載の装置。
【請求項４８】
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　前記少なくとも1つの共有チャネルは、物理ダウンリンク共有チャネル(PDSCH)、物理ア
ップリンク共有チャネル(PUSCH)、またはそれらの組合せのうちの少なくとも1つを含む、
請求項25に記載の装置。
【請求項４９】
　ワイヤレスデバイスにおけるマシンタイプ通信のための装置であって、
　接続モードにおいて少なくとも1つの共有チャネル上でネットワークと通信するための
複数のモードに従って動作するための能力の指示を送信するための手段であって、前記複
数のモードは、狭帯域モードおよび少なくとも1つの広帯域化モードを含み、各広帯域化
モードは、前記狭帯域モードに関連付けられた狭帯域共有チャネル帯域幅と、広帯域モー
ドに関連付けられた広帯域共有チャネル帯域幅との間の共有チャネル帯域幅に少なくとも
部分的に基づき、前記狭帯域共有チャネル帯域幅は、前記広帯域共有チャネル帯域幅とは
異なる、手段と、
　前記狭帯域モードまたは前記少なくとも1つの広帯域化モードのうちの1つでの動作に関
連付けられた共有チャネル割当てを受信するための手段と、
　前記接続モードにあるとき、前記受信された共有チャネル割当てに従って、共有チャネ
ル上で通信するための手段とを備える装置。
【請求項５０】
　狭帯域グラントおよび広帯域化グラントのうちの少なくとも1つもしくは広帯域グラン
ト、または共通探索空間中の狭帯域グラントおよびデバイス固有探索空間中の広帯域化グ
ラントのうちの少なくとも1つもしくは広帯域グラントにおいて、前記共有チャネル割当
てについて監視するための手段をさらに備える、請求項49に記載の装置。
【請求項５１】
　前記ネットワークとの前記接続モードに遷移するための手段と、
　前記ネットワークとの前記接続モードに遷移したことに少なくとも部分的に基づいて、
前記共有チャネル割当てについて監視するための手段とをさらに備える、請求項49に記載
の装置。
【請求項５２】
　前記共有チャネル割当てについて前記監視することは、前記共有チャネル割当てについ
て少なくとも1つの広帯域グラントを監視することであって、各広帯域グラントは前記広
帯域モードに関連付けられる、監視すること、前記少なくとも1つの広帯域グラントに割
り振られたリソースブロックのサブセットを、前記共有チャネル割当てについて監視する
こと、前記少なくとも1つの広帯域化モードに関連付けられた少なくとも1つの広帯域化グ
ラントを、前記共有チャネル割当てについて監視すること、狭帯域のグループに関連付け
られた少なくとも1つの広帯域化グラントを、前記共有チャネル割当てについて監視する
こと、またはそれらの組合せのうちの少なくとも1つを含む、請求項51に記載の装置。
【請求項５３】
　前記ネットワークから、少なくとも1つの共有チャネル割当てについて監視するための
指示を受信するための手段と、
　前記少なくとも1つの共有チャネル割当てについて監視するために、前記受信された指
示に従って、前記共有チャネル割当てについて監視するための手段とをさらに備える、請
求項49に記載の装置。
【請求項５４】
　前記共有チャネル割当てについて前記監視することは、前記共有チャネル割当てについ
て少なくとも1つの広帯域グラントを監視することであって、各広帯域グラントは前記広
帯域モードに関連付けられる、監視すること、前記少なくとも1つの広帯域グラントに割
り振られたリソースブロックのサブセットを、前記共有チャネル割当てについて監視する
こと、前記少なくとも1つの広帯域化モードに関連付けられた少なくとも1つの広帯域化グ
ラントを、前記共有チャネル割当てについて監視すること、狭帯域のグループに関連付け
られた少なくとも1つの広帯域化グラントを、前記共有チャネル割当てについて監視する
こと、またはそれらの組合せのうちの少なくとも1つを含む、請求項53に記載の装置。
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【請求項５５】
　接続モードにおいて少なくとも1つの共有チャネル上でネットワークと通信するための
複数のモードに従って動作するための、前記指示される能力は、前記ワイヤレスデバイス
の最大サポート帯域幅の指示を含み、前記共有チャネル割当ては、前記ワイヤレスデバイ
スの前記最大サポート帯域幅以下である共有チャネル帯域幅を有するモードに関連付けら
れる、請求項49に記載の装置。
【請求項５６】
　前記受信することおよび前記通信することはクロスサブフレームで起こる、請求項49に
記載の装置。
【請求項５７】
　前記共有チャネル割当てに関連付けられた周波数ホッピングの指示を受信するための手
段であって、前記周波数ホッピングの前記指示は、広帯域化モードに関連付けられたより
広い帯域に少なくとも部分的に基づく周波数ホッピングオフセット、リソースブロックの
数に少なくとも部分的に基づく周波数ホッピングオフセット、ミラーホッピングを使うた
めの指示、アップリンク通信にスロットベースのホッピングを使うための指示、または周
波数ホッピングを使わないという指示のうちの少なくとも1つを含む、手段をさらに備え
る、請求項49に記載の装置。
【請求項５８】
　ダウンリンク通信のための不連続リソース割振りの指示、またはアップリンク通信のた
めのマルチクラスタリソース割振りの指示のうちの少なくとも1つを受信するための手段
をさらに備える、請求項49に記載の装置。
【請求項５９】
　半永続的スケジューリング(SPS)が前記複数のモードのうちのあるモード用にアクティ
ブ化されていることを示す無線リソース制御(RRC)メッセージを受信するための手段をさ
らに備える、請求項49に記載の装置。
【請求項６０】
　半永続的スケジューリング(SPS)がアクティブ化されていることを示す無線リソース制
御(RRC)メッセージを受信するための手段と、
　前記ワイヤレスデバイスの最大サポート帯域幅、または前記共有チャネル割当てに関連
付けられたモードに少なくとも部分的に基づいて、前記SPSがアクティブ化されている、
前記複数のモードのうちの前記モードを識別するための手段とをさらに備える、請求項49
に記載の装置。
【請求項６１】
　マシンタイプ通信(MTC)物理ダウンリンク制御チャネル(MPDCCH)の送信に使われる狭帯
域を含むサブバンドを識別するための手段であって、前記サブバンドは、前記MPDCCH用に
使われる前記狭帯域よりも大きい帯域幅を有する、手段と、
　前記少なくとも1つの広帯域化モードのうちの1つで通信するとき、前記識別されたサブ
バンドについてのチャネル状態情報(CSI)フィードバックを送信するための手段とをさら
に備える、請求項49に記載の装置。
【請求項６２】
　チャネル状態情報(CSI)フィードバックに関連付けられたサブバンドを識別するための
手段であって、前記サブバンドは、前記狭帯域共有チャネル帯域幅と前記広帯域共有チャ
ネル帯域幅との間の帯域幅を有する、手段と、
　前記少なくとも1つの広帯域化モードのうちの1つで通信するとき、前記識別されたサブ
バンドについてのCSIフィードバックを送信するための手段とをさらに備える、請求項49
に記載の装置。
【請求項６３】
　前記狭帯域モードに関連付けられた単一セル地点対多地点(SC-PTM)リソースの第1のセ
ットと、前記少なくとも1つの広帯域化モードのうちの少なくとも第1の広帯域化モードに
関連付けられたSC-PTMリソースの第2のセットとを識別するシステム情報ブロックを受信
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するための手段をさらに備える、請求項49に記載の装置。
【請求項６４】
　前記システム情報ブロック中で、前記狭帯域モードに関連付けられたSC-PTMリソースの
前記第1のセットに関連付けられた第1のトランスポートブロックサイズ(TBS)の第1の指示
、および前記第1の広帯域化モードに関連付けられたSC-PTMリソースの前記第2のセットに
関連付けられた第2のTBSの第2の指示を受信するための手段をさらに備える、請求項63に
記載の装置。
【請求項６５】
　マシンタイプ通信(MTC)物理ダウンリンク制御チャネル(MPDCCH)中で、前記狭帯域モー
ドに関連付けられたSC-PTMリソースの前記第1のセットに関連付けられた第1のトランスポ
ートブロックサイズ(TBS)の第1の指示、または前記第1の広帯域化モードに関連付けられ
たSC-PTMリソースの前記第2のセットに関連付けられた第2のTBSの第2の指示を受信するた
めの手段をさらに備える、請求項63に記載の装置。
【請求項６６】
　前記狭帯域モード用の測位基準シンボル(PRS)の第1のセット、前記少なくとも1つの広
帯域化モードのうちの少なくとも第1の広帯域化モード用のPRSの第2のセット、またはそ
れらの組合せのうちの少なくとも1つの、指示を受信するための手段をさらに備える、請
求項49に記載の装置。
【請求項６７】
　前記通信することは、第1の帯域から第2の帯域への再同調に少なくとも部分的に基づき
、前記装置は、
　前記第1の帯域および前記第2の帯域が前記ワイヤレスデバイスの最大サポート帯域幅内
であるとき、サウンディング基準信号(SRS)を送信するための手段をさらに備える、請求
項49に記載の装置。
【請求項６８】
　前記少なくとも1つの広帯域化モードは、単一の広帯域化モードまたは複数の広帯域化
モードを含む、請求項49に記載の装置。
【請求項６９】
　前記少なくとも1つの広帯域化モードは第1の広帯域化モードおよび第2の広帯域化モー
ドを含み、前記第1の広帯域化モードは、前記第2の広帯域化モードとは異なる共有チャネ
ル帯域幅に少なくとも部分的に基づく、請求項49に記載の装置。
【請求項７０】
　前記少なくとも1つの広帯域化モードは、
　広帯域化ダウンリンク共有チャネル帯域幅と、
　前記広帯域化ダウンリンク共有チャネル帯域幅とは異なる広帯域化アップリンク共有チ
ャネル帯域幅とを含む、請求項49に記載の装置。
【請求項７１】
　前記複数のモードで動作するための前記能力の前記指示を送信するための前記手段は、
　前記ワイヤレスデバイスの最大サポート帯域幅の指示を送信するための手段を備える、
請求項49に記載の装置。
【請求項７２】
　前記少なくとも1つの共有チャネルは、物理ダウンリンク共有チャネル(PDSCH)、物理ア
ップリンク共有チャネル(PUSCH)、またはそれらの組合せのうちの少なくとも1つを含む、
請求項49に記載の装置。
【請求項７３】
　ワイヤレスデバイスにおけるマシンタイプワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可
能コードを記憶する非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、前記コードは、
　接続モードにおいて少なくとも1つの共有チャネル上でネットワークと通信するための
複数のモードに従って動作するための能力の指示を送信することであって、前記複数のモ
ードは、狭帯域モードおよび少なくとも1つの広帯域化モードを含み、各広帯域化モード
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は、前記狭帯域モードに関連付けられた狭帯域共有チャネル帯域幅と、広帯域モードに関
連付けられた広帯域共有チャネル帯域幅との間の共有チャネル帯域幅に少なくとも部分的
に基づき、前記狭帯域共有チャネル帯域幅は前記広帯域共有チャネル帯域幅とは異なる、
送信することと、
　前記狭帯域モードまたは前記少なくとも1つの広帯域化モードのうちの1つでの動作に関
連付けられた共有チャネル割当てを受信することと、
　前記接続モードにあるとき、前記受信された共有チャネル割当てに従って、共有チャネ
ル上で通信することとを行うように、プロセッサによって実行可能である、非一時的コン
ピュータ可読記憶媒体。
【請求項７４】
　前記コードは、
　前記ネットワークとの前記接続モードに遷移し、
　前記ネットワークとの前記接続モードに遷移したことに少なくとも部分的に基づいて、
前記共有チャネル割当てについて監視するように、前記プロセッサによって実行可能であ
る、請求項73に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項７５】
　前記コードは、
　狭帯域グラントおよび広帯域化グラントのうちの少なくとも1つもしくは広帯域グラン
ト、または共通探索空間中の狭帯域グラントおよびデバイス固有探索空間中の広帯域化グ
ラントのうちの少なくとも1つもしくは広帯域グラントにおいて、前記共有チャネル割当
てについて監視するように、前記プロセッサによって実行可能である、請求項73に記載の
非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項７６】
　前記コードは、
　前記ネットワークから、少なくとも1つの共有チャネル割当てについて監視するための
指示を受信し、
　前記少なくとも1つの共有チャネル割当てについて監視するために、前記受信された指
示に従って、前記共有チャネル割当てについて監視するように、前記プロセッサによって
実行可能である、請求項73に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、2017年7月5日に出願された、「Te
chniques for Supporting a Wider Band Mode for Enhanced Machine Type Communicatio
n」と題する、Rico Alvarinoらによる米国特許出願第15/642,244号、および2016年7月8日
に出願された、「Techniques for Supporting a Wider Band Mode for Enhanced Machine
 Type Communication」と題する、Rico Alvarinoらによる米国仮特許出願第62/359,964号
の優先権を主張する。
【０００２】
　本開示は、たとえばワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、拡張マシンタイプ
通信(eMTC)のための広帯域化モードをサポートするための技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、ブロー
ドキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されている。
これらのシステムは、利用可能なシステムリソース(たとえば、時間、周波数、および電
力)を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能であり得る
。そのような多元接続システムの例としては、符号分割多元接続(CDMA)システム、時分割
多元接続(TDMA)システム、周波数分割多元接続(FDMA)システム、および直交周波数分割多
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元接続(OFDMA)システム、(たとえば、ロングタームエボリューション(LTE)システムまた
はLTEアドバンスト(LTE-A))がある。ワイヤレス多元接続通信システムは、場合によって
はユーザ機器(UE)として知られていることがある複数の通信デバイスのための通信を各々
が同時にサポートする、いくつかの基地局を含み得る。基地局は、(たとえば、基地局か
らUEへの送信のための)ダウンリンクチャネルと、(たとえば、UEから基地局への送信のた
めの)アップリンクチャネルとの上でUEと通信し得る。
【０００４】
　いくつかのタイプのUE(たとえば、狭帯域UE)は、狭帯域通信を使って、基地局または他
のUEと通信することができる。狭帯域通信は、たとえば、狭帯域LTE(NB-LTE)通信、マシ
ンツーマシン(M2M)通信(このマシンタイプ通信(MTC)または拡張MTC(eMTC)が本開示の目的
のための一部と見なされ得る)、NB-モノのインターネット(NB-IoT)通信などを含み得る。
狭帯域送信チャネル(たとえば、狭帯域制御チャネルまたは狭帯域データチャネル)は、広
帯域送信チャネルよりも狭い帯域幅に関連付けられてよく、狭帯域UEが、広帯域送信チャ
ネルを介した通信に必要とされるよりも単純であり低コストであり得るモデムを使って通
信することを可能にすることができる。狭帯域モデムはまた、広帯域モデムよりも電力消
費が少ない場合がある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示は、たとえば、eMTC用の広帯域化モードをサポートするための技法に関する。記
載される技法は、他のタイプの狭帯域通信のための広帯域化モードを提供するのにも使わ
れ得る。
【０００６】
　多くの狭帯域ワイヤレスデバイスは、たまに送信するだけであり、少量のデータを送信
し、わずかなダウンリンク送信を受信する。ただし、いくつかのワイヤレスデバイスは、
広帯域化モードの時々の(またはより頻繁な)使用から利益を得る場合があり、広帯域化モ
ードは、狭帯域モード(たとえば、eMTCモード)に関連付けられた第1の帯域幅と、広帯域
モード(たとえば、LTE/LTE-Aモード)に関連付けられた第2の帯域幅との間の帯域幅(たと
えば、共有チャネル帯域幅などのチャネル帯域幅)に関連付けられ得る。たとえば、スマ
ートウォッチは、通常使用中に、不定期テキストを送るか、もしくは受信し、または小帯
域幅株式市場更新を受信し得る。ただし、ときには、スマートウォッチは、ストリーミン
グ音楽を再生し、または音楽ファイルもしくはビデオファイルをダウンロードするのに使
われ得る。そのようなストリーミングまたはより高帯域幅動作は時折実施され得るが、ス
マートウォッチが広帯域化モードで動作している間に実施されるとき、より優れたユーザ
エクスペリエンス(またはより優れたバッテリー寿命)を伴って実施され得る。いくつかの
例では、UEまたはネットワークアクセスデバイスは、狭帯域モードおよび少なくとも1つ
の広帯域化モードを含む複数のモードの中から、UE用に動作モードを選択してよい。選択
されたモードは、いくつかの例では、向上した効率またはリソース使用をUEに、UEのユー
ザに、またはネットワークアクセスデバイスに提供し得る。
【０００７】
　一例では、ワイヤレスデバイスにおけるマシンタイプ通信のための方法について説明す
る。方法は、接続モードにおいて少なくとも1つの共有チャネル上でネットワークと通信
するための複数のモードに従って動作するための能力の指示を送信するステップを含み得
る。複数のモードは、狭帯域モードおよび少なくとも1つの広帯域化モードを含み得る。
各広帯域化モードは、狭帯域モードに関連付けられた狭帯域共有チャネル帯域幅と、広帯
域モードに関連付けられた広帯域共有チャネル帯域幅との間の共有チャネル帯域幅に少な
くとも部分的に基づいてよく、狭帯域共有チャネル帯域幅は、広帯域共有チャネル帯域幅
とは異なる。方法はまた、狭帯域モードまたは少なくとも1つの広帯域化モードのうちの1
つでの動作に関連付けられた共有チャネル割当てを受信するステップと、接続モードにあ
るとき、受信された共有チャネル割当てに従って、共有チャネル上で通信するステップと
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を含み得る。
【０００８】
　一例では、ワイヤレスデバイスにおけるマシンタイプ通信のための装置について説明す
る。装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリとを含み得る。プロセ
ッサおよびメモリは、接続モードにおいて少なくとも1つの共有チャネル上でネットワー
クと通信するための複数のモードに従って動作するための能力の指示を送信するように構
成され得る。複数のモードは、狭帯域モードおよび少なくとも1つの広帯域化モードを含
み得る。各広帯域化モードは、狭帯域モードに関連付けられた狭帯域共有チャネル帯域幅
と、広帯域モードに関連付けられた広帯域共有チャネル帯域幅との間の共有チャネル帯域
幅に少なくとも部分的に基づいてよく、狭帯域共有チャネル帯域幅は、広帯域共有チャネ
ル帯域幅とは異なる。プロセッサおよびメモリは、狭帯域モードまたは少なくとも1つの
広帯域化モードのうちの1つでの動作に関連付けられた共有チャネル割当てを受信するよ
うに、および接続モードにあるとき、受信された共有チャネル割当てに従って、共有チャ
ネル上で通信するようにも構成され得る。
【０００９】
　一例では、ワイヤレスデバイスにおけるマシンタイプ通信のための別の装置について説
明する。装置は、接続モードにおいて少なくとも1つの共有チャネル上でネットワークと
通信するための複数のモードに従って動作するための能力の指示を送信するための手段を
含み得る。複数のモードは、狭帯域モードおよび少なくとも1つの広帯域化モードを含み
得る。各広帯域化モードは、狭帯域モードに関連付けられた狭帯域共有チャネル帯域幅と
、広帯域モードに関連付けられた広帯域共有チャネル帯域幅との間の共有チャネル帯域幅
に少なくとも部分的に基づいてよく、狭帯域共有チャネル帯域幅は、広帯域共有チャネル
帯域幅とは異なる。装置はまた、狭帯域モードまたは少なくとも1つの広帯域化モードの
うちの1つでの動作に関連付けられた共有チャネル割当てを受信するための手段と、接続
モードにあるとき、受信された共有チャネル割当てに従って、共有チャネル上で通信する
ための手段とを含み得る。
【００１０】
　一例では、ワイヤレスデバイスにおけるマシンタイプ通信のためのコンピュータ実行可
能コードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体について説明する。コードは、接続モ
ードにおいて少なくとも1つの共有チャネル上でネットワークと通信するための複数のモ
ードに従って動作するための能力の指示を送信するように、プロセッサによって実行可能
であり得る。複数のモードは、狭帯域モードおよび少なくとも1つの広帯域化モードを含
み得る。各広帯域化モードは、狭帯域モードに関連付けられた狭帯域共有チャネル帯域幅
と、広帯域モードに関連付けられた広帯域共有チャネル帯域幅との間の共有チャネル帯域
幅に少なくとも部分的に基づいてよく、狭帯域共有チャネル帯域幅は、広帯域共有チャネ
ル帯域幅とは異なる。コードはまた、狭帯域モードまたは少なくとも1つの広帯域化モー
ドのうちの1つでの動作に関連付けられた共有チャネル割当てを受信するように、および
接続モードにあるとき、受信された共有チャネル割当てに従って、共有チャネル上で通信
するように、プロセッサによって実行可能であり得る。
【００１１】
　上述した方法、装置、およびコンピュータ可読媒体のいくつかの例は、ネットワークと
の接続モードに遷移するための、およびネットワークとの接続モードに遷移したことに少
なくとも部分的に基づいて、共有チャネル割当てについて監視するためのプロセス、特徴
、手段、命令、またはコードをさらに含み得る。これらの例のうちのいくつかでは、共有
チャネル割当てについて監視することは、共有チャネル割当てについて少なくとも1つの
広帯域グラントを監視することであって、各広帯域グラントは広帯域モードに関連付けら
れる、監視すること、少なくとも1つの広帯域グラントに割り振られたリソースブロック
のサブセットを、共有チャネル割当てについて監視すること、少なくとも1つの広帯域化
モードに関連付けられた少なくとも1つの広帯域化グラントを、共有チャネル割当てにつ
いて監視すること、狭帯域のグループに関連付けられた少なくとも1つの広帯域化グラン
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トを、共有チャネル割当てについて監視すること、またはそれらの組合せのうちの少なく
とも1つを含み得る。
【００１２】
　上述した方法、装置、およびコンピュータ可読媒体のいくつかの例は、少なくとも1つ
の共有チャネル割当てについて監視するための指示をネットワークから受信するための、
および少なくとも1つの共有チャネル割当てについて監視するために、受信された指示に
従って、共有チャネル割当てについて監視するためのプロセス、特徴、手段、命令、また
はコードをさらに含み得る。これらの例のうちのいくつかでは、共有チャネル割当てにつ
いて監視することは、共有チャネル割当てについて少なくとも1つの広帯域グラントを監
視することであって、各広帯域グラントは広帯域モードに関連付けられる、監視すること
、少なくとも1つの広帯域グラントに割り振られたリソースブロックのサブセットを、共
有チャネル割当てについて監視すること、少なくとも1つの広帯域化モードに関連付けら
れた少なくとも1つの広帯域化グラントを、共有チャネル割当てについて監視すること、
狭帯域のグループに関連付けられた少なくとも1つの広帯域化グラントを、共有チャネル
割当てについて監視すること、またはそれらの組合せのうちの少なくとも1つを含み得る
。
【００１３】
　上述した方法、装置、およびコンピュータ可読媒体のいくつかの例では、接続モードに
おいて少なくとも1つの共有チャネル上でネットワークと通信するための複数のモードに
従って動作するための、指示される能力は、ワイヤレスデバイスの最大サポート帯域幅の
指示を含んでよく、共有チャネル割当ては、最大サポート帯域幅以下である共有チャネル
帯域幅を有するモードに関連付けられ得る。
【００１４】
　上述した方法、装置、およびコンピュータ可読媒体のいくつかの例では、受信すること
および通信することは、クロスサブフレームで起こり得る。
【００１５】
　上述した方法、装置、およびコンピュータ可読媒体のいくつかの例は、狭帯域グラント
および広帯域化グラントのうちの少なくとも1つもしくは広帯域グラント、または共通探
索空間中の狭帯域グラントおよびデバイス固有探索空間中の広帯域化グラントのうちの少
なくとも1つもしくは広帯域グラント、または広帯域化グラントのうちの少なくとも1つも
しくは広帯域グラントにおいて、共有チャネル割当てについて監視するためのプロセス、
特徴、手段、命令、またはコードをさらに含み得る。
【００１６】
　上述した方法、装置、およびコンピュータ可読媒体のいくつかの例は、共有チャネル割
当てに関連付けられた周波数ホッピングの指示を受信するためのプロセス、特徴、手段、
命令、またはコードをさらに含んでよく、周波数ホッピングの指示は、広帯域化モードに
関連付けられたより広い帯域に少なくとも部分的に基づく周波数ホッピングオフセット、
リソースブロックの数に少なくとも部分的に基づく周波数ホッピングオフセット、ミラー
ホッピングを使うための指示、アップリンク通信にスロットベースのホッピングを使うた
めの指示、または周波数ホッピングを使わないという指示のうちの少なくとも1つを含む
。
【００１７】
　上述した方法、装置、およびコンピュータ可読媒体のいくつかの例は、ダウンリンク通
信のための不連続リソース割振りの指示、またはアップリンク通信のためのマルチクラス
タリソース割振りの指示のうちの少なくとも1つを受信するためのプロセス、特徴、手段
、命令、またはコードをさらに含み得る。
【００１８】
　上述した方法、装置、およびコンピュータ可読媒体のいくつかの例は、半永続的スケジ
ューリング(SPS)が複数のモードのうちのあるモード用にアクティブ化されていることを
示す無線リソース制御(RRC)メッセージを受信するためのプロセス、特徴、手段、命令、
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またはコードをさらに含み得る。
【００１９】
　上述した方法、装置、およびコンピュータ可読媒体のいくつかの例は、SPSがアクティ
ブ化されていることを示すRRCメッセージを受信するための、およびワイヤレスデバイス
の最大サポート帯域幅、または共有チャネル割当てに関連付けられたモードに少なくとも
部分的に基づいて、SPSがアクティブ化されている、複数のモードのうちのモードを識別
するためのプロセス、特徴、手段、命令、またはコードをさらに含み得る。
【００２０】
　上述した方法、装置、およびコンピュータ可読媒体のいくつかの例は、MTC物理ダウン
リンク制御チャネル(MPDCCH)の送信に使われる狭帯域を含むサブバンドを識別するためで
あって、サブバンドは、MPDCCH用に使われる狭帯域よりも大きい帯域幅を有する、ための
、および第1の広帯域化モードで通信するとき、識別されたサブバンドについてのチャネ
ル状態情報(CSI)フィードバックを送信するためのプロセス、特徴、手段、命令、または
コードをさらに含み得る。
【００２１】
　上述した方法、装置、およびコンピュータ可読媒体のいくつかの例は、CSIフィードバ
ックに関連付けられたサブバンドを識別するためであって、サブバンドは、狭帯域共有チ
ャネル帯域幅と広帯域共有チャネル帯域幅との間の帯域幅を有する、ための、および第1
の広帯域化モードで通信するとき、識別されたサブバンドについてのCSIフィードバック
を送信するためのプロセス、特徴、手段、命令、またはコードをさらに含み得る。
【００２２】
　上述した方法、装置、およびコンピュータ可読媒体のいくつかの例は、狭帯域モードに
関連付けられた単一セル地点対多地点(single cell point-to-multipoint:SC-PTM)リソー
スの第1のセット、および少なくとも第1の広帯域化モードに関連付けられたSC-PTMリソー
スの第2のセットを識別するシステム情報ブロックを受信するためのプロセス、特徴、手
段、命令、またはコードをさらに含み得る。
【００２３】
　上述した方法、装置、およびコンピュータ可読媒体のいくつかの例は、システム情報ブ
ロック中で、狭帯域モードに関連付けられたSC-PTMリソースの第1のセットに関連付けら
れた第1のトランスポートブロックサイズ(TBS)の第1の指示、および第1の広帯域化モード
に関連付けられたSC-PTMリソースの第2のセットに関連付けられた第2のTBSの第2の指示を
受信するためのプロセス、特徴、手段、命令、またはコードをさらに含み得る。
【００２４】
　上述した方法、装置、およびコンピュータ可読媒体のいくつかの例は、MPDCCH中で、狭
帯域モードに関連付けられたSC-PTMリソースの第1のセットに関連付けられた第1のTBSの
第1の指示、または第1の広帯域化モードに関連付けられたSC-PTMリソースの第2のセット
に関連付けられた第2のTBSの第2の指示を受信するためのプロセス、特徴、手段、命令、
またはコードをさらに含み得る。
【００２５】
　上述した方法、装置、およびコンピュータ可読媒体のいくつかの例は、狭帯域モード用
の測位基準シンボル(PRS)の第1のセット、少なくとも第1の広帯域化モード用のPRSの第2
のセット、またはそれらの組合せのうちの少なくとも1つの、指示を受信するためのプロ
セス、特徴、手段、命令、またはコードをさらに含み得る。
【００２６】
　上述した方法、装置、およびコンピュータ可読媒体のいくつかの例では、通信すること
は、第1の帯域から第2の帯域への再同調に少なくとも部分的に基づいてよく、方法、装置
、またはコンピュータ可読媒体は、第1の帯域および第2の帯域がワイヤレスデバイスの最
大サポート帯域幅内であるとき、サウンディング基準信号(SRS)を送信するためのプロセ
ス、特徴、手段、命令、またはコードをさらに含み得る。
【００２７】
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　上述した方法、装置、およびコンピュータ可読媒体のいくつかの例では、少なくとも1
つの広帯域化モードは、単一の広帯域化モードまたは複数の広帯域化モードを含み得る。
いくつかの例では、少なくとも1つの広帯域化モードは第1の広帯域化モードおよび第2の
広帯域化モードを含んでよく、第1の広帯域化モードは、第2の広帯域化モードとは異なる
帯域幅に少なくとも部分的に基づき得る。いくつかの例では、少なくとも1つの広帯域化
モードは、広帯域化ダウンリンク共有チャネル帯域幅、およびダウンリンク共有チャネル
帯域幅とは異なる広帯域化アップリンク共有チャネル帯域幅を含み得る。
【００２８】
　上述した方法、装置、およびコンピュータ可読媒体のいくつかの例では、複数のモード
で動作するための能力の指示を送信することは、ワイヤレスデバイスの最大サポート帯域
幅の指示を送信することを含み得る。いくつかの例では、少なくとも1つの共有チャネル
は、物理ダウンリンク共有チャネル(PDSCH)、物理アップリンク共有チャネル(PUSCH)、ま
たはそれらの組合せのうちの少なくとも1つを含み得る。
【００２９】
　上記では、以下の発明を実施するための形態がよりよく理解され得るように、本開示に
よる例の特徴および技術的利点がかなり広く概説された。以下で、追加の特徴および利点
について説明する。開示する概念および具体例は、本開示の同じ目的を実施するための他
の構造を変更または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような等価な構
成は、添付の特許請求の範囲から逸脱しない。本明細書で開示する概念の特徴、それらの
編成と動作方法の両方が、関連する利点とともに、添付の図に関して検討されると以下の
説明からよりよく理解されよう。図の各々は、例示および説明のために提供され、特許請
求の範囲の限定の定義として提供されるものではない。
【００３０】
　本開示の本質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照することによって実現す
ることができる。添付の図面では、同様の構成要素または特徴は、同じ参照ラベルを有す
る場合がある。さらに、同じである様々な構成要素が、参照ラベルに、ダッシュと、同様
の構成要素の間を区別する第2のラベルとを続けることによって区別される場合がある。
第1の参照ラベルのみが本明細書で使用される場合、説明は、第2の参照ラベルにかかわら
ず、同じ第1の参照ラベルを有する同様の構成要素のうちのいずれか1つに適用可能である
。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本開示の様々な態様によるワイヤレス通信システムの例を示す図である。
【図２】本開示の様々な態様による、ワイヤレスデバイスが動作し得る複数のモードを示
す図である。
【図３】本開示の様々な態様による、複数の狭帯域と複数のより広い帯域との間の対応を
示す図である。
【図４】本開示の様々な態様による、狭帯域CSI監視および測定に使われ得るいくつかの
狭帯域と、広帯域化CSI監視および測定に使われ得るいくつかのサブバンドとの間の対応
を示す図である。
【図５】本開示の様々な態様による、ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信におい
て使用するための装置のブロック図である。
【図６】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するためのワイヤレス
通信マネージャのブロック図である。
【図７】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信で使用するためのUEのブロック図で
ある。
【図８】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための基地局のブ
ロック図である。
【図９】本開示の様々な態様による、ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信のため
の方法の例を示すフローチャートである。
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【図１０】本開示の様々な態様による、ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信のた
めの方法の例を示すフローチャートである。
【図１１】本開示の様々な態様による、ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信のた
めの方法の例を示すフローチャートである。
【図１２】本開示の様々な態様による、ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信のた
めの方法の例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　記載される技法は、eMTC(または他のタイプの狭帯域通信)のための広帯域化モードをサ
ポートすることに関する。いくつかの例では、ワイヤレスデバイス(たとえば、UE)が、接
続モードにおいて少なくとも1つの共有チャネル上でネットワークと通信するときに複数
のモードで動作するための能力の指示を送信し得る。複数のモードは、狭帯域モードおよ
び少なくとも1つの広帯域化モードを含み得る。各広帯域化モードは、狭帯域モードに関
連付けられた第1の帯域幅と広帯域モードに関連付けられた第2の帯域幅との間の帯域幅(
たとえば、共有チャネル帯域幅などのチャネル帯域幅)に少なくとも部分的に基づいてよ
く、第1の帯域幅は第2の帯域幅とは異なる。たとえば、第1の帯域幅は、第2の帯域幅より
も狭くてよい。ワイヤレスデバイスは、狭帯域モードまたは広帯域化モードでの動作に関
連付けられた共有チャネル割当てを、(たとえば、ネットワークアクセスデバイスから)受
信し得る。ワイヤレスデバイスは、接続モードにあるとき、共有チャネル割当てに従って
、共有チャネル上で通信し得る。
【００３３】
　以下の説明は、例を提供するものであり、特許請求の範囲に記載された範囲、適用性、
または例を限定するものではない。本開示の範囲から逸脱することなしに、論じる要素の
機能および配置に変更が行われてよい。様々な例では、必要に応じて、様々な手順または
構成要素を省略し、置換し、または追加することがある。たとえば、説明される方法は、
説明される方法とは異なる順序で実施される場合があり、様々なステップが追加され、省
略され、または結合される場合がある。さらに、いくつかの例に関して説明される特徴が
、他の例において組み合わされる場合がある。
【００３４】
　図1は、本開示の様々な態様によるワイヤレス通信システム100の例を示す。ワイヤレス
通信システム100は、基地局105、UE115、およびコアネットワーク130を含み得る。コアネ
ットワーク130は、ユーザ認証、アクセス許可、追跡、インターネットプロトコル(IP)接
続性、および他のアクセス機能、ルーティング機能、またはモビリティ機能を提供するこ
とができる。基地局105は、バックホールリンク132(たとえば、S1など)を通してコアネッ
トワーク130とインターフェースし、UE115との通信のための無線構成およびスケジューリ
ングを実施し得るか、または基地局コントローラ(図示せず)の制御下で動作し得る。様々
な例では、基地局105は、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクであり得るバックホー
ルリンク134(たとえば、X2など)を介して互いと直接的にまたは間接的に(たとえば、コア
ネットワーク130を通して)通信し得る。
【００３５】
　基地局105は、1つまたは複数の基地局アンテナを介してUE115とワイヤレス通信し得る
。基地局105のサイトの各々は、それぞれの地理的カバレージエリア110に通信カバレージ
を提供し得る。いくつかの例では、基地局105は、トランシーバ基地局、無線基地局、ア
クセスポイント、無線トランシーバ、ノードB、eノードB(eNB)、ホームノードB、ホームe
ノードB、または何らかの他の適切な用語で呼ばれる場合がある。基地局105の地理的カバ
レージエリア110は、カバレージエリアの一部分を構成するセクタ(図示せず)に分割され
得る。ワイヤレス通信システム100は、異なるタイプの基地局105(たとえば、マクロセル
基地局またはスモールセル基地局)を含み得る。異なる技術のための重複する地理的カバ
レージエリア110があり得る。
【００３６】
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　いくつかの例では、ワイヤレス通信システム100は、LTEまたはLTE-Aネットワークを含
んでよく、狭帯域通信技法を利用してよい。LTE/LTE-Aネットワークでは、発展型ノードB
(eNB)という用語は、基地局105を記述するのに使われ得る。ワイヤレス通信システム100
は、異なるタイプのeNBが様々な地理的領域のためのカバレージを提供する異種LTE/LTE-A
ネットワークであり得る。たとえば、各eNBまたは基地局105は、マクロセル、スモールセ
ル、または他のタイプのセルに通信カバレージを提供し得る。「セル」という用語は、文
脈に応じて、基地局、基地局と関連付けられるキャリアもしくはコンポーネントキャリア
、またはキャリアもしくは基地局のカバレージエリア(たとえば、セクタなど)を表すため
に使用することができる3GPP用語である。いくつかの例では、ワイヤレス通信システム10
0は、狭帯域通信技法を利用する次世代または5Gネットワークを含み得る(このケースでは
、基地局105は、いくつかの例では、無線ヘッド(たとえば、スマート無線ヘッド)とアク
セスノードコントローラとを含むアクセスノードで置き換えられ得る)。
【００３７】
　マクロセルは、比較的大きい地理的エリア(たとえば、半径数キロメートル)をカバーし
得、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているUEによる無制限アクセスを可能に
し得る。スモールセルは、マクロセルと比較すると、マクロセルと同じまたはマクロセル
とは異なる(たとえば、免許、共有などの)無線周波数スペクトル帯域において動作し得る
低電力基地局であり得る。スモールセルは、様々な例に従って、ピコセル、フェムトセル
、およびマイクロセルを含む場合がある。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバ
ーすることができ、ネットワークプロバイダを伴うサービスに加入しているUEによる無制
限アクセスを可能にすることができる。フェムトセルも、比較的小さい地理的エリア(た
とえば、自宅)をカバーすることができ、フェムトセルとの関連付けを有するUE(たとえば
、限定加入者グループ(CSG)内のUE、自宅内のユーザ用のUEなど)による制限付きアクセス
を提供することができる。マクロセル用のeNBは、マクロeNBと呼ばれる場合がある。スモ
ールセル用のeNBは、スモールセルeNB、ピコeNB、フェムトeNB、またはホームeNBと呼ば
れる場合がある。eNBは、1つまたは複数(たとえば、2つ、3つ、4つなど)のセル(たとえば
、コンポーネントキャリア)をサポートすることができる。
【００３８】
　ワイヤレス通信システム100は、同期動作または非同期動作をサポートし得る。同期動
作の場合、基地局は、同様のフレームタイミングを有することがあり、異なる基地局から
の送信は、概ね時間的に整合される場合がある。非同期動作の場合、各基地局は異なるフ
レームタイミングを有することがあり、それぞれに異なる基地局からの送信は時間的に整
合されないことがある。本明細書で説明する技法は、同期動作または非同期動作のいずれ
でも使用され得る。
【００３９】
　開示する様々な例のうちのいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層化プロトコ
ルスタックに従って動作するパケットベースネットワークであってよい。ユーザプレーン
では、ベアラまたはパケットデータコンバージェンスプロトコル(PDCP)レイヤにおける通
信は、IPベースであってよい。無線リンク制御(RLC)レイヤは、論理チャネルを介して通
信するために、パケットのセグメント化および再アセンブリを実施し得る。媒体アクセス
制御(MAC)レイヤは、優先順位処理と、トランスポートチャネルへの論理チャネルの多重
化とを実施し得る。MACレイヤは、リンク効率を改善するためにMACレイヤにおける再送信
を提供するのにハイブリッドARQ(HARQ)を使用することもできる。制御プレーンでは、無
線リソース制御(RRC)プロトコルレイヤが、ユーザプレーンデータのための無線ベアラを
サポートする、UE115と基地局105またはコアネットワーク130との間のRRC接続の確立と構
成と保守とを行い得る。物理(PHY)レイヤにおいて、トランスポートチャネルは物理チャ
ネルにマッピングされ得る。
【００４０】
　UE115は、ワイヤレス通信システム100全体にわたって分散されてよく、各UE115は固定
または移動であり得る。UE115はまた、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユ
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ニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイ
ス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モ
バイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバ
イルクライアント、クライアント、もしくは何らかの他の適切な用語を含むか、または当
業者によってそのように呼ばれることがある。UE115は、セルラーフォン、携帯情報端末(
PDA)、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレット
コンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルルー
プ(WLL)局、NB-LTEデバイス、M2Mデバイス、MTCデバイス、eMTCデバイス、NB-IoEデバイ
スなどであり得る。UEは、マクロeNB、スモールセルeNB、中継基地局などを含む、様々な
タイプの基地局およびネットワーク機器と通信することが可能であり得る。
【００４１】
　ワイヤレス通信システム100に示されている通信リンク125は、基地局105からUE115への
送信用のダウンリンク(DL)チャネルを含んでも、UE115から基地局105への送信用のアップ
リンク(UL)チャネルを含んでもよい。ダウンリンクチャネルは順方向リンクチャネルと呼
ばれることもあり、アップリンクチャネルは逆方向リンクチャネルと呼ばれることもある
。通信リンク125は、たとえば、広帯域物理制御チャネル(たとえば、PRACH、物理ダウン
リンク制御チャネル(PDCCH)、拡張PDCCH(ePDCCH)、または物理アップリンク制御チャネル
(PUCCH))、広帯域物理データチャネル(たとえば、物理ダウンリンク共有チャネル(PDSCH)
または物理アップリンク共有チャネル(PUSCH))、狭帯域物理制御チャネル(たとえば、狭
帯域PRACH、狭帯域PDCCH(またはMTCダウンリンク制御チャネル(MPDCCH))、狭帯域ePDCCH
、または狭帯域PUCCH)、および狭帯域物理データチャネル(たとえば、狭帯域PDSCHまたは
狭帯域PUSCH)用のリソースを含み得る。本開示に記載される技法を使うと、通信リンク12
5は、広帯域化共有チャネル(たとえば、広帯域化PDSCHまたは広帯域化PUSCH)用のリソー
スも含むことができる。広帯域化共有チャネルは、狭帯域モードに関連付けられた第1の
帯域幅(たとえば、狭帯域共有チャネル帯域幅)と、広帯域モードに関連付けられた第2の
帯域幅(たとえば、広帯域共有チャネル帯域幅)との間のチャネル帯域幅に関連付けられて
よく、第1の帯域幅は第2の帯域幅とは異なる。
【００４２】
　いくつかの例では、各通信リンク125は1つまたは複数のキャリアを含むことがあり、こ
こで、各キャリアは、上で説明された様々な無線技術に従って変調された複数のサブキャ
リア(たとえば、異なる周波数の波形信号)からなる信号であり得る。各被変調信号は、異
なるサブキャリア上で送信されてよく、制御情報(たとえば、基準信号、制御チャネルな
ど)、オーバーヘッド情報、ユーザデータなどを搬送してよい。通信リンク125は、周波数
分割複信(FDD)動作(たとえば、対スペクトルリソースを使用する)または時分割複信(TDD)
動作(たとえば、不対スペクトルリソースを使用する)を使用して、双方向通信を送信し得
る。FDD動作(たとえば、フレーム構造タイプ1)およびTDD動作(たとえば、フレーム構造タ
イプ2)のフレーム構造が定義され得る。
【００４３】
　いくつかの例では、狭帯域ワイヤレスデバイス(たとえば、eMTCワイヤレスデバイス)と
して動作可能なUE115は、より大きいトランスポートブロックサイズ(TBS)またはより大き
いチャネル帯域幅から利益を得る場合があるタスクを実施するよう要求される場合がある
。たとえば、ボイスストリーミング、オーディオストリーミング、または別のより高帯域
幅アプリケーションまたはシナリオをサポートすることが可能な狭帯域ワイヤレスデバイ
ス(たとえば、スマートウォッチ)が、ネットワークとの接続モード(たとえば、eMTCカバ
レージ拡張モードA(CEモードA))にあるとき、より大きいPDSCHまたはPUSCHチャネル帯域
幅から利益を得る場合がある。本開示に記載される技法は、接続モードで動作するとき、
共有チャネル(たとえば、PDSCHまたはPUSCH)のチャネル帯域幅を増大するのに使われ得る
。いくつかの例では、本技法は、非共有チャネル(たとえば、MPDCCH)または接続モードで
動作していないときに送信されるチャネル(たとえば、ランダムアクセスチャネルまたは
ページングチャネル)のチャネル帯域幅を増大するために適用されなくてよい。
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【００４４】
　いくつかの例では、より広い帯域を介して共有チャネルを受信または送信することが可
能なワイヤレスデバイスは、複数のモードのうちの1つで動作するように構成されてよく
、モードは、狭帯域モード(たとえば、eMTCモード)および少なくとも1つの広帯域化モー
ド(たとえば、さらなる拡張(further enhanced)MTCモード(feMTCモード))を含む。各広帯
域化モードは、狭帯域モードに関連付けられた第1の帯域幅(たとえば、狭帯域共有チャネ
ル帯域幅)と、広帯域モード(たとえば、LTE/LTE-Aモード)に関連付けられた第2の帯域幅(
たとえば、広帯域共有チャネル帯域幅)との間の帯域幅(たとえば、広帯域化共有チャネル
帯域幅)に少なくとも部分的に基づき得る。いくつかの例では、単一の広帯域化モードが
定義され得る。いくつかの例では、複数の広帯域化モードが定義され得る。いくつかの例
では、複数の広帯域化モードは、少なくとも第1の広帯域化モードおよび第2の広帯域化モ
ードを含んでよく、第1の広帯域化モードは、第2の広帯域化モードとは異なる共有チャネ
ル帯域幅に少なくとも部分的に基づく。いくつかの例では、複数の広帯域化モードは、少
なくとも広帯域化ダウンリンクモードおよび広帯域化アップリンクモードを含んでよく、
広帯域化ダウンリンクモードは、広帯域化アップリンクモードとは異なる共有チャネル帯
域幅に少なくとも部分的に基づく。いくつかの例では、広帯域化モードは、5MHzの共有チ
ャネル帯域幅、または5～10MHzの帯域幅に関連付けられ得る。
【００４５】
　図2は、本開示の様々な態様による、ワイヤレスデバイスが動作し得る複数のモードの
図解200である。複数のモードは、複数のダウンリンク(DL)モード205および複数のアップ
リンク(UL)モード210を含む。複数のDLモード205は、狭帯域モード(たとえば、6個の物理
リソースブロック(PRB)からなる共有チャネル帯域幅に関連付けられたDLカテゴリM1モー
ド)、広帯域モード(たとえば、最大チャネル帯域幅(たとえば、TS36.101において指定さ
れる帯域ごとの最大共有チャネル帯域幅)に関連付けられたDLカテゴリ0モード)、ならび
に複数の広帯域化DLモード(たとえば、15個のPRBからなる共有チャネル帯域幅に関連付け
られたDLカテゴリM1x3モード、25個のPRBからなる共有チャネル帯域幅に関連付けられたD
LカテゴリM1x5モード、50個のPRBからなる共有チャネル帯域幅に関連付けられたDLカテゴ
リM1x10モード、および100個のPRBからなる共有チャネル帯域幅に関連付けられたDLカテ
ゴリM1x20モード)を含み得る。複数のULモード210は、狭帯域モード(たとえば、6個のPRB
からなる共有チャネル帯域幅に関連付けられたULカテゴリM1モード)、広帯域モード(たと
えば、最大チャネル帯域幅(たとえば、TS36.101において指定される帯域ごとの最大共有
チャネル帯域幅)に関連付けられたULカテゴリ0モード)、ならびに複数の広帯域化ULモー
ド(たとえば、15個のPRBからなる共有チャネル帯域幅に関連付けられたULカテゴリM1x3モ
ード、25個のPRBからなる共有チャネル帯域幅に関連付けられたULカテゴリM1x5モード、5
0個のPRBからなる共有チャネル帯域幅に関連付けられたULカテゴリM1x10モード、および1
00個のPRBからなる共有チャネル帯域幅に関連付けられたULカテゴリM1x20モード)を含み
得る。複数のDLモード205は、UEカテゴリ広帯域モード(たとえば、DLカテゴリ6モード)も
含んでよく、複数のULモード210は、UEカテゴリ広帯域モード(たとえば、ULカテゴリ5モ
ード)も含んでよい。
【００４６】
　いくつかの例では、ワイヤレスデバイス(たとえば、UE)は、複数のモードに従って動作
するための能力をネットワークに示す(たとえば、シグナリングする)ことができる。複数
のモードのうちの1つは、接続モードにおいて、少なくとも1つの共有チャネル上でネット
ワークと通信するためにワイヤレスデバイスによって使われ得る。複数のモードは、狭帯
域モードおよび少なくとも1つの広帯域化モードを含み得る。各広帯域化モードは、狭帯
域モードに関連付けられた狭帯域共有チャネル帯域幅と、広帯域モードに関連付けられた
広帯域共有チャネル帯域幅との間の共有チャネル帯域幅に少なくとも部分的に基づき得る
。いくつかの例では、ワイヤレスデバイスは、ネットワークに他の能力を示すとき、複数
のモードに従って動作するための能力を示すことができる。いくつかの例では、複数のモ
ードに従って動作するための能力を示すことは、ワイヤレスデバイスの最大サポート帯域
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幅を示すこと、または(たとえば、単一の広帯域化モードのみが利用可能であるとき)ワイ
ヤレスデバイスが複数のモードで動作することが可能であるかどうかを示すことを含み得
る。
【００４７】
　いくつかの例では、ワイヤレスデバイスは、ネットワークとの接続モードに遷移してよ
く、ネットワークとの接続モードに遷移したことに少なくとも部分的に基づいて、共有チ
ャネル割当て(たとえば、PDSCH割当てまたはPUSCH割当て)について監視することができる
。いくつかの例では、ワイヤレスデバイスは、ネットワークから、少なくとも1つの共有
チャネル割当てについて監視するための指示を受信し得る。ワイヤレスデバイスは次いで
、受信された指示に従って、共有チャネル割当てについて監視し得る。狭帯域モードまた
は広帯域化モード(たとえば、ネットワークに示された複数の広帯域化モードのうちの1つ
)での動作に関連付けられた共有チャネル割当てを受信した後、ワイヤレスデバイスは、
接続モードにあるとき、受信された共有チャネル割当てに従って、共有チャネル上で通信
することができる。
【００４８】
　複数の広帯域化モードが利用可能なとき、およびワイヤレスデバイスが、ワイヤレスデ
バイスの最大サポート帯域幅をネットワークに示すとき、ワイヤレスデバイスは、ネット
ワークアクセスデバイス(たとえば、基地局またはeNB)から、ワイヤレスデバイスの最大
サポート帯域幅以下である共有チャネル帯域幅を有するモードに関連付けられた共有チャ
ネル割当てを受信し得る。
【００４９】
　いくつかの例では、広帯域化モードで動作するように構成されたワイヤレスデバイスが
、ネットワークからクロスサブフレームスケジューリング情報を受信し得る。たとえば、
時間nにおいて送信される第1のサブフレームが、時間n+4において送信される第2のサブフ
レームについてのスケジューリング情報を含み得る。いくつかの例では、狭帯域モードで
動作するように構成されたワイヤレスデバイスも、ネットワークからクロスサブフレーム
スケジューリング情報を受信し得る。
【００５０】
　eMTCデバイスが、狭帯域割当て(たとえば、狭帯域ダウンリンク割当てまたは狭帯域ア
ップリンク割当てであり、これらは、狭帯域共有チャネル帯域幅に関連付けられた割当て
であってよい)についての狭帯域グラント(たとえば、それぞれ、6-0グラントおよび6-1グ
ラントなどの狭帯域ダウンリンクグラントまたは狭帯域アップリンクグラントであり、こ
れらは、MPDCCHなど、狭帯域制御チャネル帯域幅を有する制御チャネルを介して通信され
得る)について監視することができる。監視される狭帯域グラントは、狭帯域インデック
スと、狭帯域共有チャネルの中のリソースブロック(RB)とを示し得る。ただし、いくつか
の例では、狭帯域グラントは、広帯域化割当てには再利用されない場合がある。
【００５１】
　したがって、いくつかの例では、ワイヤレスデバイスは、少なくとも1つの広帯域グラ
ント(たとえば、LTE/LTE-Aダウンリンク制御情報(DCI)フォーマット1AまたはDCIフォーマ
ット0に関連付けられたグラント)を共有チャネル割当てについて監視することによって、
狭帯域または広帯域化共有チャネル割当てについて監視することができる。いくつかの例
では、ワイヤレスデバイスは、少なくとも1つの広帯域グラント(たとえば、LTE/LTE-A DC
Iフォーマット1AまたはDCIフォーマット0に関連付けられたグラント)に割り振られたリソ
ースブロック(RB)のサブセットを共有チャネル割当てについて監視することによって、狭
帯域または広帯域化共有チャネル割当てについて監視することができる。各広帯域グラン
トは、広帯域モードに関連付けられ(たとえば、広帯域共有チャネル帯域幅に従ってリソ
ースに関連付けられ)てよく、6つのPRBからなる帯域幅を有するMPDCCHなど、狭帯域制御
チャネル帯域幅を有する制御チャネルを介して通信され得る。LTE/LTE-A DCIフォーマッ
ト1Aに関連付けられた広帯域グラントは、たとえば、20MHzで最大100個のRBをスケジュー
ルすることができるので、ネットワークアクセスデバイスは、(たとえば、共有チャネル
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をスケジュールするために使われる総帯域幅がワイヤレスデバイス用の最大サポート帯域
幅を超えないことを保証する)広帯域グラントによって提供されるスケジューリング可能
性のサブセットのうちの1つを使って、共有チャネル割当て(またはそれに関連したスケジ
ューリング情報)を送信し得る。ネットワークアクセスデバイスが、LTE/LTE-A DCIフォー
マット0を使って、共有チャネル割当て(またはそれに関連したスケジューリング情報)を
送信するとき、アップリンクHARQが非同期である結果として、HARQ数が追加される必要が
あり得る。
【００５２】
　いくつかの例では、ワイヤレスデバイスは、共有チャネル割当て(たとえば、広帯域化
共有チャネル帯域幅による共有チャネルリソースの割当て)のための少なくとも1つの広帯
域化モードに関連付けられた少なくとも1つの広帯域化グラントについて監視することに
よって(たとえば、広帯域化制御チャネル帯域幅を有する制御チャネルを監視することに
よって、またはMPDCCHなど、狭帯域制御チャネル帯域幅を有する制御チャネルを監視する
ことによって)、共有チャネル割当てについて監視することができる。いくつかの例では
、ワイヤレスデバイスは、広帯域化共有チャネル割当てについて、狭帯域のグループ(ま
たはユニオン)に関連付けられた少なくとも1つの広帯域化グラントのための狭帯域制御チ
ャネル帯域幅を有する制御チャネルを監視することによって、共有チャネル割当てについ
て監視することができる。たとえば、12個のRBからなる共有チャネル帯域幅に関連付けら
れた広帯域化モードのための広帯域化グラントは、2つの6RB eMTC狭帯域からなるユニオ
ンによって定義され得る。
【００５３】
　いくつかの例では、ワイヤレスデバイスは、すべての可能な帯域制限(bandlimited)割
当て可能性について監視することによって、共有チャネル割当てについて監視することが
できる。
【００５４】
　eMTCデバイスは、狭帯域割当て(たとえば、狭帯域ダウンリンク割当てまたは狭帯域ア
ップリンク割当て)について、狭帯域グラント(たとえば、6-1/6-0/6-1グラントなどの狭
帯域ダウンリンクグラントまたは狭帯域アップリンクグラント)を監視し得る。いくつか
の例では、ワイヤレスデバイスは、狭帯域グラント(たとえば、6-0/1-A/Bグラント)と、
広帯域化グラント(たとえば、7-0/1-A/Bグラント、もしくはデバイス固有(たとえば、UE
固有)探索空間によるリソース割振りが広帯域化リソース割振りであることを場合によっ
ては識別する6-0/1-A/Bグラントと概して呼ばれるグラント)または広帯域グラントのうち
の少なくとも1つとの中の共有チャネル割当てについて監視し得る。ただし、これにより
、ワイヤレスデバイスによるブラインド復号の回数が増える場合がある。
【００５５】
　いくつかの例では、ワイヤレスデバイスは、共通探索空間における狭帯域グラント中の
、およびデバイス固有(たとえば、UE固有)探索空間における広帯域化グラントのうちの少
なくとも1つまたは広帯域グラントにおける共有チャネル割当てについて監視し得る。い
くつかの例では、狭帯域および広帯域化グラントの両方が、狭帯域制御チャネル帯域幅を
有する制御チャネル(たとえば、MPDCCH)によって示される場合があり、狭帯域グラントは
、共通探索空間に関連付けられてよく、広帯域化グラントは、デバイス固有(たとえば、U
E固有)探索空間に関連付けられてよい。いくつかのケースでは、共通探索空間における狭
帯域グラントを監視することは、デバイス固有(たとえば、UE固有)探索空間における広帯
域化グラントのうちの少なくとも1つまたは広帯域グラントを監視することに対するフォ
ールバックであり得る。たとえば、広帯域化グラントの構成を変えるRRC再構成の後、UE
は、UE固有探索空間が(たとえば、RRC再構成を適用する際の遅延により)安定していない
、ある程度の時間にわたって動作し得る。この時間中、UEおよびeNBは、共通探索空間を
使うことによって通信し得る。したがって、いくつかの例では、ワイヤレスデバイスは、
フォールバック位置に従って動作すると判断するまで、ワイヤレスデバイスが共有チャネ
ル割当てについて広帯域化グラントのうちの少なくとも1つまたは広帯域グラントのみを
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監視するモードで動作すればよく、その場合、ワイヤレスデバイスは、追加または代替と
して、共有チャネル割当てについて、共通探索空間における狭帯域グラントを監視すれば
よい。
【００５６】
　いくつかの例では、ワイヤレスデバイスは、広帯域化グラントのうちの少なくとも1つ
または広帯域グラントにおける共有チャネル割当てについて監視しなくてよく、狭帯域グ
ラントをまったく監視しなくてよい。これらの後者の例では、ネットワークアクセスデバ
イスは、広帯域化グラントまたは広帯域グラントを使って、狭帯域モードまたは広帯域化
モードでの動作に関連付けられた共有チャネル割当てを送信し得る。
【００５７】
　eMTCデバイスは、狭帯域通信に周波数ホッピングを利用してもしなくてもよい。いくつ
かの例では、eMTCデバイスは、ネットワークアクセスデバイスから受信された周波数ホッ
ピングの指示に少なくとも部分的に基づいて、周波数ホッピングを利用し得る。いくつか
の例では、周波数ホッピングの指示は、システム情報ブロック(SIB)中で受信することが
でき、周波数ホッピングオフセットを含み得る。周波数ホッピングオフセットは、狭帯域
の数に従って指定され得る。広帯域化モードに従って行われる通信も、周波数ホッピング
を利用してよい(または周波数ホッピングを利用しなくてよい)。いくつかの広帯域化ワイ
ヤレスデバイスにとっては、狭帯域の数によって周波数ホッピングオフセットをシグナリ
ングすることが有用でない場合がある。したがって、いくつかの例では、共有チャネル割
当てに関連付けられた周波数ホッピングの指示は、広帯域化モードに関連付けられたより
広い帯域に少なくとも部分的に基づく周波数ホッピングオフセット(たとえば、より広い
帯域の数による周波数ホッピングオフセット)、リソースブロック(RB)の数に少なくとも
部分的に基づく周波数ホッピングオフセット、またはミラーホッピングを使うという指示
を含み得る。
【００５８】
　ダウンリンク通信にとって、およびダウンリンク通信の帯域幅によっては、再同調ベー
スの周波数ホッピングが有用でない場合がある。たとえば、再同調ベースの周波数ホッピ
ングは、ワイヤレスデバイスへのダウンリンク通信のための最大サポート帯域幅が10MHz
であり、セルの共有チャネル帯域幅が15MHzであるとき、有用でない場合がある。いくつ
かの例では、ネットワークアクセスデバイスは、ダウンリンク通信用の周波数ホッピング
ではなく、ダウンリンク通信のための不連続リソース割振り(たとえば、不連続RB)を示し
得る。
【００５９】
　PUSCH通信用に、共有チャネル割当てに関連付けられた周波数ホッピングの指示は、ス
ロットベースのホッピングを使うための指示を含み得る。いくつかの例では、PUSCH用の
スロットベースのホッピングは、小カバレージレベル用に(たとえば、広帯域化ワイヤレ
スデバイスの帯域幅内で)サポートされるだけであり得る。
【００６０】
　アップリンク通信用に、共有チャネル割当てに関連付けられた周波数ホッピングの指示
は、アップリンク通信にマルチクラスタリソース割振りを使うための指示を含み得る。い
くつかの例では、マルチクラスタリソース割振りの使用は、ワイヤレスデバイスの能力ま
たは最大サポート帯域幅に依存し得る。いくつかの例では、マルチクラスタリソース割振
りは、マルチクラスタリソース割振りをサポートするワイヤレスデバイス用の周波数ホッ
ピングの代わりに使われ得る。
【００６１】
　eMTCデバイス用に、半永続的スケジューリング(SPS)が使われる場合も、使われない場
合もある。SPSが使われるとき、SPSは、DCIフォーマット6-0/1-Aを使って送信されるスケ
ジューリング情報に少なくとも部分的に基づいてアクティブ化または非アクティブ化され
てよく、このスケジューリング情報は、SPS無線ネットワーク一時識別子(SPS-RNTI)でス
クランブルされる。いくつかの例では、SPSは、RRCメッセージ中で、広帯域化ワイヤレス
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デバイス用にアクティブ化または非アクティブ化され得る。RRCメッセージは、広帯域化
モードまたは狭帯域モード用にSPSがアクティブ化または非アクティブ化されていること
を示すことができ、ワイヤレスデバイスは、広帯域化モードに関連付けられた少なくとも
1つのグラントを監視すればよい。代替として、およびいくつかの例では、RRCメッセージ
は、SPSがアクティブ化または非アクティブ化されていることを示すことができ、ワイヤ
レスデバイスは、最大サポート帯域幅に少なくとも部分的に基づいて(たとえば、最大サ
ポート帯域幅に最も近く、それ以下である共有チャネル帯域幅に関連付けられた広帯域化
モード用に、SPSがアクティブ化または非アクティブ化されていると仮定することによっ
て)、SPSがアクティブ化されているモード(たとえば、広帯域化モードまたは狭帯域モー
ド)を識別することができる。SPSがアクティブ化されているモード(たとえば、広帯域化
モードまたは狭帯域モード)は、代替として、広帯域化モードおよび狭帯域モードに関連
付けられたグラント中の共有チャネル割当てについて監視すること、ならびにワイヤレス
デバイス向けの共有チャネル割当てに関連付けられたモードを、SPSがアクティブ化また
は非アクティブ化されているモードとして識別することによって識別され得る。
【００６２】
　eMTCデバイス用のCSI監視および測定は、MPDCCH狭帯域(すなわち、6つのRBからなる制
御チャネル帯域幅を有する)用に実施され、これは、広帯域化ワイヤレスデバイス用には
不十分な場合がある。いくつかの例では、広帯域化モードで動作しているとき、1つまた
は複数のサブバンドがCSI監視および測定用に定義され得る。
【００６３】
　図3は、本開示の様々な態様による、複数の狭帯域305と複数のより広い帯域310との間
の対応300を示す。例として、6つの狭帯域305-a、305-b、305-c、305-d、305-e、および3
05-fが示されている。やはり例として、3つのより広い帯域310-a、310-b、および310-cが
示されている。各より広い帯域310は、帯域305のうちの2つを含む。いくつかの例では、
狭帯域305の各々は、6つのRBからなるチャネル帯域幅に関連付けられてよく、より広い帯
域310の各々は、12個のRBからなるチャネル帯域幅に関連付けられてよい。いくつかの例
では、ワイヤレスデバイスは、狭帯域305のうちの1つの上のチャネルを介して狭帯域モー
ドに従って通信し、またはより広い帯域310のうちの1つの上のチャネルを介して広帯域化
モードに従って通信し得る。
【００６４】
　図4は、本開示の様々な態様による、狭帯域CSI監視および測定に使われ得るいくつかの
狭帯域405と、広帯域化CSI監視および測定に使われ得るいくつかのサブバンド410との間
の対応400を示す。図4は、図3を参照して説明した狭帯域305およびより広い帯域310も示
す。
【００６５】
　図4に示すように、狭帯域CSI監視および測定に使われ得るいくつかの狭帯域405(たとえ
ば、第1の狭帯域405-aまたは第2の狭帯域405-b)は、MPDCCHの送信に使われ得る狭帯域305
を含む。広帯域化CSI監視および測定に使われ得るサブバンド410の各々(たとえば、第1の
サブバンド410-aまたは第2のサブバンド410-b)は、狭帯域CSI監視および測定に使われ得
る狭帯域405のうちの少なくとも1つを含む。ネットワークアクセスデバイスまたは他のネ
ットワークエンティティが、MPDCCHの送信に使われる狭帯域305を識別すること、およびM
PDCCHの送信に使われる狭帯域305のうちの少なくとも1つを各サブバンド410が含むように
サブバンド410を定義することによって、サブバンド410を定義することができる。ワイヤ
レスデバイスは、ネットワークによって定義されるサブバンド410のうちの1つを識別し、
サブバンドについて広帯域化CSI監視および測定を実施し、識別されたサブバンドについ
ての広帯域化CSIフィードバックをネットワークに送信し得る。MPDCCHについての狭帯域C
SIフィードバックを含む広帯域化CSIフィードバックの送信は、狭帯域モードおよび広帯
域化モードの評価に使用可能なCSIフィードバックをネットワークに提供する。
【００６６】
　他の例では、広帯域化CSI監視および測定に使用可能な1つまたは複数のサブバンドは、
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MPDCCHの送信に使われる狭帯域の包含を考慮せずに定義され得る。
【００６７】
　いくつかの例では、単一セル地点対多地点(SC-PTM)送信が、広帯域化モードによってサ
ポートされ得る。これらの例では、ネットワークアクセスデバイスは、狭帯域モードに関
連付けられたSC-PTMリソースの第1のセット、および広帯域化モードに関連付けられたSC-
PTMリソースの第2のセットなど、SC-PTMリソースの2つ以上のセットを識別するシステム
情報ブロック(SIB)を送信し得る。いくつかの例では、SC-PTMリソースの第1のセットに関
連付けられた第1のトランスポートブロックサイズ(TBS)およびSC-PTMリソースの第2のセ
ットに関連付けられた第2のTBSが、SIB中でシグナリングされ得る。たとえば、第1の数の
ビットが、SC-PTMリソースの第1のセットに関連付けられた6つのRBをシグナリングするこ
とができ、第2の数のビットが、SC-PTMリソースの第2のセットに関連付けられた20個のRB
をシグナリングすることができる。代替として、第1のTBSまたは第2のTBSはMPDCCH中でシ
グナリングされてよく、異なるサイズのグラントがSC-PTMリソースの第1のセットおよびS
C-PTMリソースの第2のセット用に作られる。
【００６８】
　いくつかの例では、広帯域化モードが、狭帯域モードに割り振られたPRSのセットとは
異なる、測位基準シンボル(PRS)のセットを割り振られ得る。いくつかの例では、ネット
ワークアクセスデバイスは、ワイヤレスデバイスに、狭帯域モード用のPRSの第1のセット
、第1の広帯域化モード用のPRSの第2のセット、可能性としては他の広帯域化モード用のP
RSの追加セット、および/または広帯域モード用のPRSの第3のセットを示し得る。いくつ
かの例では、ネットワークアクセスデバイスは、PRSのどのセットをワイヤレスデバイス
が使うべきであるかを示し得る。いくつかの例では、ワイヤレスデバイスは、使うべきPR
Sのセットを選択し得る。いくつかの例では、PRSの1つまたは複数のセットが、SIB中でワ
イヤレスデバイスにシグナリングされ得る。
【００６９】
　eMTCデバイスは、第1の帯域から第2の帯域への再同調が必要とされるとき、サウンディ
ング基準信号(SRS)を送信しなくてよい。いくつかの例では、広帯域化ワイヤレスデバイ
スも、第1の帯域から第2の帯域への再同調が必要とされるとき、SRSを送信しなくてよい
。代替として、広帯域化ワイヤレスデバイスは、いくつかの条件下で、第1の帯域から第2
の帯域への再同調が狭帯域ワイヤレスデバイス用に必要とされるとき、SRSを送信してよ
い。たとえば、広帯域化ワイヤレスデバイスは、第1の帯域および第2の帯域がワイヤレス
デバイスの最大サポート帯域幅内であるとき、SRSを送信してよいが、第1の帯域および第
2の帯域がワイヤレスデバイスの最大サポート帯域幅内でないときはSRSを送信しなくてよ
い。
【００７０】
　図5は、本開示の様々な態様による、ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信にお
いて使用するための装置515のブロック図500を示す。装置515は、図1に関して説明された
UE115の1つまたは複数の態様の例であり得る。装置515はまた、プロセッサであってよく
、またはプロセッサを含んでよい。装置515は、受信機510、ワイヤレス通信マネージャ52
0、または送信機530を含み得る。これらの構成要素の各々は、互いに通信している場合が
ある。
【００７１】
　装置515の構成要素は、ハードウェアにおける適用可能な機能の一部またはすべてを実
施するように適合された1つまたは複数の特定用途向け集積回路(ASIC)を使用して、個別
にまたは集合的に実装され得る。代替的に、機能は、1つまたは複数の集積回路上の、1つ
または複数の他の処理ユニット(またはコア)によって実施され得る。他の例では、集積回
路のうちの他のもの(たとえば、ストラクチャード/プラットフォームASIC、フィールドプ
ログラマブルゲートアレイ(FPGA)、システムオンチップ(SoC)、および/またはセミカスタ
ムICのうちの他のもの)が使用されることがあり、これらは、当技術分野で知られている
任意の方法でプログラムされ得る。各構成要素の機能はまた、メモリの中で具現化される
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とともに1つまたは複数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行さ
れるようにフォーマットされた命令を用いて、全体的にまたは部分的に実施され得る。
【００７２】
　いくつかの例では、受信機510は、狭帯域および少なくとも1つのより広い帯域を介して
送信を受信するように動作可能な少なくとも1つの無線周波数(RF)受信機など、少なくと
も1つのRF受信機を含んでよく、より広い帯域は、狭帯域モードに関連付けられた第1の帯
域幅(たとえば、狭帯域チャネル帯域幅)と、広帯域モードに関連付けられた第2の帯域幅(
たとえば、広帯域チャネル帯域幅)との間のチャネル帯域幅を有する。いくつかの例では
、少なくとも1つの無線周波数スペクトル帯域のうちの1つまたは複数が、eMTC通信などの
狭帯域通信に使われ得る。受信機510は、図1を参照して説明したワイヤレス通信システム
100の1つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの1つまたは複数の通信
リンクを介して、様々なデータまたは制御信号(すなわち、送信)を受信するのに使われ得
る。
【００７３】
　いくつかの例では、送信機530は、狭帯域および少なくとも1つのより広い帯域を介して
送信するように動作可能な少なくとも1つのRF送信機など、少なくとも1つのRF送信機を含
み得る。送信機530は、図1を参照して説明したワイヤレス通信システム100の1つまたは複
数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの1つまたは複数の通信リンクを介して、
様々なデータまたは制御信号(すなわち、送信)を送信するのに使われ得る。
【００７４】
　いくつかの例では、ワイヤレス通信マネージャ520は、装置515のためのワイヤレス通信
の1つまたは複数の態様を管理するのに使われ得る。いくつかの例では、ワイヤレス通信
マネージャ520の一部は、受信機510または送信機530に組み込まれることがあり、または
それらと共有されることがある。いくつかの例では、ワイヤレス通信マネージャ520は、
能力インジケータ535、共有チャネル割当てマネージャ540、または共有チャネル通信マネ
ージャ545を含み得る。
【００７５】
　能力インジケータ535は、接続モードにおいて少なくとも1つの共有チャネル上でネット
ワークと通信するための複数のモードに従って動作するための(たとえば、装置515の)能
力の指示を(たとえば、送信機530と協働して)送信するのに使われ得る。複数のモードは
、狭帯域モードおよび少なくとも1つの広帯域化モードを含み得る。各広帯域化モードは
、狭帯域モードに関連付けられた狭帯域共有チャネル帯域幅と、広帯域モードに関連付け
られた広帯域共有チャネル帯域幅との間の共有チャネル帯域幅に少なくとも部分的に基づ
いてよく、狭帯域共有チャネル帯域幅は、広帯域共有チャネル帯域幅とは異なる。いくつ
かの例では、複数のモードに従って動作するための能力の指示を送信することは、ワイヤ
レスデバイスの最大サポート帯域幅の指示を送信することを含み得る。いくつかの例では
、少なくとも1つの共有チャネルは、PDSCH、PUSCH、またはそれらの組合せのうちの少な
くとも1つを含み得る。
【００７６】
　共有チャネル割当てマネージャ540は、狭帯域モードでの動作または少なくとも1つの広
帯域化モードのうちの1つでの動作に関連付けられた共有チャネル割当てを(たとえば、受
信機510と協働して)受信するのに使われ得る。
【００７７】
　共有チャネル通信マネージャ545は、受信された共有チャネル割当てに従って、接続モ
ードにあるとき、共有チャネル上で(たとえば、受信機510および/または送信機530と協働
して)通信するのに使われ得る。
【００７８】
　いくつかの例では、少なくとも1つの広帯域化モードは、単一の広帯域化モード、また
は代替として、複数の広帯域化モードを含み得る。少なくとも1つの広帯域化モードが複
数の広帯域化モードを含むいくつかの例では、複数の広帯域化モードは、第1の広帯域化
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モードおよび第2の広帯域化モードを含んでよく、第1の広帯域化モードは、第2の広帯域
化モードとは異なる共有チャネル帯域幅に少なくとも部分的に基づく。少なくとも1つの
広帯域化モードが複数の広帯域化モードを含むいくつかの例では、複数の広帯域化モード
は広帯域化ダウンリンクモードおよび広帯域化アップリンクモードを含んでよく、広帯域
化ダウンリンクモードは、広帯域化アップリンクモードとは異なる共有チャネル帯域幅に
少なくとも部分的に基づく。
【００７９】
　いくつかの例では、能力インジケータ535によって示される、複数のモードに従って動
作するための能力は、装置515の最大サポート帯域幅の指示を含むことができ、共有チャ
ネル割当ては、最大サポート帯域幅以下である最大共有チャネル帯域幅を有するモードに
関連付けられ得る。
【００８０】
　いくつかの例では、共有チャネル割当てマネージャ540および共有チャネル通信マネー
ジャ545によって実施される受信および通信する動作は、クロスサブフレームで起こり得
る(たとえば、共有チャネル通信マネージャ545によって管理される通信は、クロスサブフ
レームでスケジュールされ得る)。
【００８１】
　図6は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信における使用のためのワイヤレス
通信マネージャ520-aのブロック図600を示す。ワイヤレス通信マネージャ520-aは、図5に
関して説明されたワイヤレス通信マネージャ520の態様の例であり得る。
【００８２】
　ワイヤレス通信マネージャ520-aの構成要素は、個別にまたは集合的に、適用可能な機
能のうちの一部またはすべてをハードウェアで実行するように適合された1つまたは複数
のASICを使用して実装され得る。代替的に、機能は、1つまたは複数の集積回路上の、1つ
または複数の他の処理ユニット(またはコア)によって実施され得る。いくつかの他の例で
は、他のタイプの集積回路(たとえば、ストラクチャード/プラットフォームASIC、FPGA、
SoC、および/または他のタイプのセミカスタムIC)が使用されることがあり、これらは、
当技術分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る。各構成要素の機能はまた、
メモリの中に具現化され1つまたは複数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサ
によって実行されるようにフォーマットされた命令を用いて、全体的または部分的に実装
されてよい。
【００８３】
　いくつかの例では、ワイヤレス通信マネージャ520-aは、図1を参照して説明したUE115
または図5を参照して説明した装置515のうちの1つなど、UE、ワイヤレスデバイス、また
は装置のためのワイヤレス通信の1つまたは複数の態様を管理するのに使われ得る。いく
つかの例では、ワイヤレス通信マネージャ520-aの一部は、受信機または送信機(たとえば
、図5に関して説明された受信機510または送信機530)に組み込まれることがあり、もしく
はそれらと共有されることがある。いくつかの例では、ワイヤレス通信マネージャ520-a
は、接続マネージャ605、能力インジケータ535-a、SPSマネージャ610、SC-PTMマネージャ
615、周波数ホッピングマネージャ620、PRSマネージャ625、共有チャネル割当てマネージ
ャ540-a、共有チャネル通信マネージャ545-a、CSIマネージャ630、またはSRSマネージャ6
35を含み得る。
【００８４】
　接続マネージャ605は、ワイヤレスデバイスをネットワークとの接続モードに(または接
続モードから)遷移させるのに使われ得る。ワイヤレスデバイスが接続モードにある必要
がないとき、接続マネージャ605は、ワイヤレスデバイスを(たとえば、省電力のために)
アイドルモードに遷移させてよい。
【００８５】
　能力インジケータ535-aは、接続モードにおいて少なくとも1つの共有チャネル上でネッ
トワークと通信するとき、複数のモードで動作するための、(ワイヤレス通信マネージャ5
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20-aを含むワイヤレスデバイスまたは装置の)能力の指示を(たとえば、送信機530と協働
して)送信するのに使われ得る。複数のモードは、狭帯域モードおよび少なくとも1つの広
帯域化モードを含み得る。各広帯域化モードは、狭帯域モードに関連付けられた狭帯域共
有チャネル帯域幅と、広帯域モードに関連付けられた広帯域共有チャネル帯域幅との間の
共有チャネル帯域幅に少なくとも部分的に基づいてよく、狭帯域共有チャネル帯域幅は、
広帯域共有チャネル帯域幅とは異なる。いくつかの例では、複数のモードで動作するため
の能力の指示を送信することは、ワイヤレスデバイスの最大サポート帯域幅の指示を送信
することを含み得る。いくつかの例では、少なくとも1つの共有チャネルは、PDSCH、PUSC
H、またはそれらの組合せのうちの少なくとも1つを含み得る。
【００８６】
　SPSマネージャ610は、SPSが、複数のモードのうちのあるモード用にアクティブ化また
は非アクティブ化されているという指示を(たとえば、受信機510と協働して)受信するの
に使われ得る。いくつかの例では、受信されたRRCメッセージは、SPSがアクティブ化され
ていることを示すだけであってよく、SPSマネージャ610は、ワイヤレス通信マネージャ52
0-aを含むワイヤレスデバイスの最大サポート帯域幅に少なくとも部分的に基づいて、ま
たは共有チャネル割当てマネージャ540-aによって受信された共有チャネル割当てに関連
付けられたモードに少なくとも部分的に基づいて、SPSがアクティブ化されている、複数
のモードのうちのモードを識別することができる。
【００８７】
　SC-PTMマネージャ615は、SC-PTMリソースの少なくとも1つの指示を(たとえば、受信機5
10と協働して)受信するのに使われ得る。いくつかの例では、SC-PTMリソースの少なくと
も1つの指示は、(たとえば、少なくとも1つのSIB中の)システム情報とともに受信され得
る。いくつかの例では、SC-PTMマネージャ615は、狭帯域モードに関連付けられたSC-PTM
リソースの第1のセットと、少なくとも第1の広帯域化モードに関連付けられたSC-PTMリソ
ースの第2のセットとを識別する、少なくとも1つのSIB中のSC-PTMリソースの少なくとも1
つの指示を受信し得る。いくつかの例では、SC-PTMマネージャ615は、少なくとも1つのSI
B中で、狭帯域モードに関連付けられたSC-PTMリソースの第1のセットに関連付けられた第
1のTBSの第1の指示、および第1の広帯域化モードに関連付けられたSC-PTMリソースの第2
のセットに関連付けられた第2のTBSの第2の指示を受信し得る。
【００８８】
　周波数ホッピングマネージャ620は、共有チャネル割当てに関連付けられた周波数ホッ
ピングの指示を(たとえば、受信機510と協働して)受信するのに使われ得る。周波数ホッ
ピングの指示は、広帯域化モードに関連付けられたより広い帯域に少なくとも部分的に基
づく周波数ホッピングオフセット、リソースブロックの数に少なくとも部分的に基づく周
波数ホッピングオフセット、ミラーホッピングを使うための指示、アップリンク通信にス
ロットベースのホッピングを使うための指示、または周波数ホッピングを使わないという
指示のうちの少なくとも1つを含み得る。いくつかの例では、共有チャネル割当てに関連
付けられた周波数ホッピングの指示は、SIB中で受信され得る。
【００８９】
　PRSマネージャ625は、狭帯域モード用のPRSの第1のセット、少なくとも第1の広帯域化
モード用のPRSの第2のセット、またはそれらの組合せのうちの少なくとも1つの、指示を(
たとえば、受信機510と協働して)受信するのに使われ得る。いくつかの例では、PRSのセ
ットの指示は、SIB中で受信され得る。
【００９０】
　共有チャネル割当てマネージャ540-aは、ネットワークとの接続モードに遷移したこと
に少なくとも部分的に基づいて、またはネットワークから、少なくとも1つの共有チャネ
ル割当てについて監視するための指示を受信したことに少なくとも部分的に基づいて、共
有チャネル割当てについて(たとえば、受信機510と協働して)監視するのに使われ得る。
いくつかの例では、共有チャネル割当てについて監視することは、共有チャネル割当てに
ついて少なくとも1つの広帯域グラントを監視することであって、各広帯域グラントは広



(29) JP 2019-525542 A 2019.9.5

10

20

30

40

50

帯域モードに関連付けられる、監視すること、少なくとも1つの広帯域グラントに割り振
られたRBのサブセットを、共有チャネル割当てについて監視すること、少なくとも1つの
広帯域化モードに関連付けられた少なくとも1つの広帯域化グラントを、共有チャネル割
当てについて監視すること、狭帯域のグループに関連付けられた少なくとも1つの広帯域
化グラントを、共有チャネル割当てについて監視すること、またはそれらの組合せのうち
の少なくとも1つを含み得る。
【００９１】
　共有チャネル割当てマネージャ540-aは、狭帯域モードでの動作または広帯域化モード
での動作に関連付けられた共有チャネル割当てを受信するのにも使われ得る。いくつかの
例では、共有チャネル割当てを受信することは、ダウンリンク通信のための不連続リソー
ス割振りの指示、またはアップリンク通信のためのマルチクラスタリソース割振りの指示
のうちの少なくとも1つを受信することを含み得る。いくつかの例では、共有チャネル割
当てを受信することは、MPDCCH中で、狭帯域モードに関連付けられたSC-PTMリソースの第
1のセットに関連付けられた第1のTBSの第1の指示、または第1の広帯域化モードに関連付
けられたSC-PTMリソースの第2のセットに関連付けられた第2のTBSの第2の指示を受信する
ことを含み得る。
【００９２】
　共有チャネル通信マネージャ545-aは、共有チャネル割当てに従って、接続モードにあ
るとき、共有チャネル上で(たとえば、受信機510および/または送信機530と協働して)通
信するのに使われ得る。
【００９３】
　CSIマネージャ630は、CSIフィードバックに関連付けられたサブバンドを識別するのに
使われ得る。いくつかの例では、サブバンドは、MPDCCHの送信に使われる狭帯域を含み得
るが、サブバンドは、MPDCCH用に使われる狭帯域(たとえば、狭帯域制御チャネル帯域幅)
よりも大きい帯域幅を有する場合がある。いくつかの例では、サブバンドは、狭帯域モー
ドの狭帯域共有チャネル帯域幅と広帯域モードの広帯域共有チャネル帯域幅との間の第3
の帯域幅を有し得る。CSIマネージャ630は、(たとえば、第1の広帯域化モードで通信する
とき)識別されたサブバンドについてのCSIフィードバックを送信するのにも使われ得る。
代替として、狭帯域モードで通信するとき、CSIマネージャ630は、MPDCCHの送信に使われ
る狭帯域についてのCSIフィードバックを送信してよい。CSIフィードバックは、共有チャ
ネル上で(たとえば、PUSCH上で)送信されてよく、または代替として、制御チャネル上で(
たとえば、MPDCCHまたはPUCCH上で)送信されてよい。
【００９４】
　SRSマネージャ635は、SRSをCUへ(たとえば、送信機530と協働して)送信するのに使われ
得る。共有チャネル通信マネージャ545-aによって管理される通信が、第1の帯域から第2
の帯域への再同調に少なくとも部分的に基づくとき、SRSマネージャ635は、第1の帯域お
よび第2の帯域がワイヤレスデバイスの最大サポート帯域幅内であるときのSRSを送信する
ことができる。
【００９５】
　図7は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信で使用するためのUE115-aのブロッ
ク図700を示す。UE115-aは、装着可能デバイス(たとえば、時計または監視デバイス)、追
跡デバイス、IDタグ、家庭用デバイス、監視デバイスなどに含まれるか、またはそれらの
一部であってよい。UE115-aは、いくつかの例では、モバイルまたはリモート動作を容易
にするために、小型バッテリーなどの内部電源(図示せず)を有することがある。いくつか
の例では、UE115-aは、図1に関して説明されたUE115の1つまたは複数の態様、または図5
に関して説明された装置515の態様の例であり得る。UE115-aは、図1、図2、図3、図4、図
5、または図6を参照して説明した、UEまたは装置の技法および機能の少なくとも一部を実
装するように構成されてよい。
【００９６】
　UE115-aは、プロセッサ710、メモリ720、少なくとも1つのトランシーバ(図5を参照して
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説明した受信機510および送信機530の例であり得るトランシーバ730によって表される)、
少なくとも1つのアンテナ(アンテナ740によって表される)、またはワイヤレス通信マネー
ジャ520-bを含み得る。これらの構成要素の各々は、1つまたは複数のバス735を介して、
直接または間接的に、互いと通信し得る。
【００９７】
　メモリ720は、ランダムアクセスメモリ(RAM)または読取り専用メモリ(ROM)を含み得る
。メモリ720は、プロセッサ710によって実行されると、UE115-aに、ワイヤレス通信に関
連した、本明細書に記載される様々な機能を実施させるように構成される命令を含むコン
ピュータ可読コンピュータ実行可能コード725を記憶することができ、機能は、たとえば
、接続モードにおいて少なくとも1つの共有チャネル上でネットワークと通信するための
複数のモードに従って動作するための能力の指示を送信することであって、複数のモード
は、狭帯域モードおよび少なくとも1つの広帯域化モードを含み、各広帯域化モードは、
狭帯域モードに関連付けられた狭帯域共有チャネル帯域幅と、広帯域モードに関連付けら
れた広帯域共有チャネル帯域幅との間の帯域幅に少なくとも部分的に基づく、送信するこ
とと、狭帯域モードまたは少なくとも1つの広帯域化モードのうちの1つでの動作に関連付
けられた共有チャネル割当てを受信することと、接続モードにあるとき、受信された共有
チャネル割当てに従って、共有チャネル上で通信することとを含む。代替的に、コンピュ
ータ実行可能コード725は、プロセッサ710によって直接的に実行可能ではないことがある
が、(たとえば、コンパイルされ実行されると)本明細書で説明される様々な機能をUE115
に実施させるように構成され得る。
【００９８】
　プロセッサ710は、インテリジェントハードウェアデバイス、たとえば、中央処理装置(
CPU)、マイクロコントローラ、ASICなどを含み得る。プロセッサ710は、トランシーバ730
を通して受信された情報、またはアンテナ740を介した送信のためにトランシーバ730に送
られるべき情報を処理し得る。プロセッサ710は、単独で、またはワイヤレス通信マネー
ジャ520-bとともに、複数のモードのうちの1つまたは複数で、1つまたは複数の無線周波
数スペクトル帯域を介して通信すること(またはそれを介した通信を管理すること)の様々
な態様を扱い得る。
【００９９】
　トランシーバ730は、送信用にパケットを変調するとともに被変調パケットをアンテナ7
40に提供し、アンテナ740から受信されたパケットを復調するように構成された少なくと
も1つのモデムを含み得る。トランシーバ730は、いくつかの例では、1つまたは複数の送
信機および1つまたは複数の別個の受信機として実装され得る。トランシーバ730は、1つ
または複数の無線アクセス技術を使って、1つまたは複数のスペクトルでの通信をサポー
トし得る。トランシーバ730は、図1を参照して説明された基地局105の1つまたは複数など
の1つまたは複数のネットワークアクセスデバイスと、アンテナ740を介して双方向に通信
するように構成され得る。UE115-aは単一のアンテナを含み得るが、UE115-aが複数のアン
テナを含み得る例があり得る。
【０１００】
　ワイヤレス通信マネージャ520-bは、複数のモードのうちの1つまたは複数でのワイヤレ
ス通信に関する、図1、図2、図3、図4、図5、または図6を参照して説明したUE、装置、ま
たはワイヤレスデバイスの技法または機能の一部またはすべてを、実施または制御するよ
うに構成され得る。ワイヤレス通信マネージャ520-b、もしくはその部分はプロセッサを
含んでよく、またはワイヤレス通信マネージャ520-bの機能の一部もしくは全部は、プロ
セッサ710によって、もしくはプロセッサ710とともに実施され得る。いくつかの例では、
ワイヤレス通信マネージャ520-bは、図5または図6を参照して説明したワイヤレス通信マ
ネージャ520の態様の例であり得る。
【０１０１】
　図8は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用する基地局105-a(た
とえば、eNBの一部または全部を形成する基地局)のブロック図800を示す。いくつかの例
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では、基地局105-aは、図1に関して説明された基地局105の1つまたは複数の態様の例であ
り得る。基地局105-aは、図1、図2、図3、図4、図5、または図6を参照して説明した、基
地局またはネットワークアクセスデバイスの特徴および機能の少なくとも一部を実装また
は支援するように構成され得る。
【０１０２】
　基地局105-aは、プロセッサ810、メモリ820、少なくとも1つのトランシーバ(トランシ
ーバ850によって表される)、少なくとも1つのアンテナ(アンテナ855によって表される)、
または基地局ワイヤレス通信マネージャ860を含み得る。基地局105-aはまた、基地局コミ
ュニケータ830またはネットワークコミュニケータ840のうちの1つまたは複数を含み得る
。これらの構成要素の各々は、1つまたは複数のバス835を介して、直接または間接的に、
互いと通信し得る。
【０１０３】
　メモリ820はRAMまたはROMを含み得る。メモリ820は、ワイヤレス通信に関係し本明細書
で説明する様々な機能をプロセッサ810に実施させるように構成される命令を含む、コン
ピュータ可読コンピュータ実行可能コード825を記憶することができ、機能は、たとえば
、図1、図2、図3、図4、図5、または図6で説明したように、ワイヤレスデバイスを、狭帯
域モードまたは広帯域化モードにおいて共有チャネル上で通信するように構成することを
含む。代替的に、コンピュータ実行可能コード825は、プロセッサ810によって直接的に実
行可能ではないことがあるが、(たとえば、コンパイルされ実行されると)本明細書で説明
される様々な機能を基地局105-aに実施させるように構成され得る。
【０１０４】
　プロセッサ810は、インテリジェントハードウェアデバイス、たとえば、CPU、マイクロ
コントローラ、ASIC、などを含み得る。プロセッサ810は、トランシーバ850、基地局コミ
ュニケータ830、またはネットワークコミュニケータ840を通して受信された情報を処理し
得る。プロセッサ810は、アンテナ855を通した送信のためにトランシーバ850に送られる
べき情報、1つまたは複数の他の基地局(たとえば、基地局105-bまたは基地局105-c)への
送信のために基地局コミュニケータ830に送られるべき情報、または、図1を参照しながら
説明したコアネットワーク130の1つまたは複数の態様の例であり得るコアネットワーク13
0-aへの送信のためにネットワークコミュニケータ840に送られるべき情報を処理してもよ
い。プロセッサ810は、単独で、または基地局ワイヤレス通信マネージャ860とともに、複
数のモードのうちの1つまたは複数で、1つまたは複数の無線周波数スペクトル帯域を介し
て通信すること(またはそれを介した通信を管理すること)の様々な態様を扱い得る。
【０１０５】
　トランシーバ850は、送信用にパケットを変調するとともに被変調パケットをアンテナ8
55に提供し、アンテナ855から受信されたパケットを復調するように構成されたモデムを
含み得る。トランシーバ850は、いくつかの例では、1つまたは複数の送信機および1つま
たは複数の別個の受信機として実装され得る。トランシーバ850は、1つまたは複数のワイ
ヤレス通信リンクを介した通信をサポートし得る。トランシーバ850は、図1もしくは図7
を参照して説明したUE115のうちの1つもしくは複数、または図5を参照して説明した装置5
15のうちの1つもしくは複数など、1つまたは複数のUE、ワイヤレスデバイス、または他の
装置と、アンテナ855を介して双方向に通信するように構成され得る。たとえば、基地局1
05-aは、複数のアンテナ(たとえば、アンテナアレイ)を含み得る。基地局105-aは、ネッ
トワークコミュニケータ840を通してコアネットワーク130-aと通信し得る。基地局105-a
は、基地局コミュニケータ830を使用して、基地局105-bまたは基地局105-cなど、他の基
地局と通信することもできる。
【０１０６】
　基地局ワイヤレス通信マネージャ860は、複数のモードのうちの1つまたは複数でのワイ
ヤレス通信に関する、図1、図2、図3、図4、図5、または図6を参照して説明した基地局ま
たはネットワークアクセスデバイスの技法または機能の一部または全部を実施または制御
するように構成され得る。基地局ワイヤレス通信マネージャ860もしくはその一部がプロ
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セッサを含むことがあり、または基地局ワイヤレス通信マネージャ860の機能の一部もし
くは全部がプロセッサ810によって、またはプロセッサ810と連係して実施されることがあ
る。
【０１０７】
　図9は、本開示の様々な態様による、ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信のた
めの方法の例を示すフローチャート900である。明確にするために、方法900は、図1もし
くは図7に関して説明されたUE115の1つまたは複数の態様、図5に関して説明された装置51
5の態様、または図5、図6、もしくは図7に関して説明されたワイヤレス通信マネージャ52
0のうちの1つまたは複数の、態様に関して、以下で説明される。いくつかの例では、ワイ
ヤレスデバイスは、以下で説明される機能を実施するようにワイヤレスデバイスの機能要
素を制御するために、1つまたは複数のコードのセットを実行することができる。追加ま
たは代替として、ワイヤレスデバイスは、専用ハードウェアを使用して、以下に説明する
機能のうちの1つまたは複数を実施することができる。
【０１０８】
　ブロック905において、方法900は、接続モードにおいて少なくとも1つの共有チャネル
上でネットワークと通信するための複数のモードに従って動作するための能力の指示を送
信するステップを含み得る。複数のモードは、狭帯域モードおよび少なくとも1つの広帯
域化モードを含み得る。各広帯域化モードは、狭帯域モードに関連付けられた狭帯域共有
チャネル帯域幅と、広帯域モードに関連付けられた広帯域共有チャネル帯域幅との間の共
有チャネル帯域幅に少なくとも部分的に基づいてよく、狭帯域共有チャネル帯域幅は、広
帯域共有チャネル帯域幅とは異なる。いくつかの例では、複数のモードで動作するための
能力の指示を送信することは、ワイヤレスデバイスの最大サポート帯域幅の指示を送信す
ることを含み得る。いくつかの例では、少なくとも1つの共有チャネルは、PDSCH、PUSCH
、またはそれらの組合せのうちの少なくとも1つを含み得る。ブロック905における動作は
、図5、図6、もしくは図7を参照して説明したワイヤレス通信マネージャ520、または図5
もしくは図6を参照して説明した能力インジケータ535を使って実施されてよく、これらは
、図5を参照して説明した送信機530と協働して動作し得る。
【０１０９】
　ブロック910において、方法900は、狭帯域モードでの動作または少なくとも1つの広帯
域化モードのうちの1つでの動作に関連付けられた共有チャネル割当てを受信するステッ
プを含み得る。ブロック910における動作は、図5、図6、もしくは図7を参照して説明した
ワイヤレス通信マネージャ520、または図5もしくは図6を参照して説明した共有チャネル
割当てマネージャ540を使って実施されてよく、これらは、図5を参照して説明した受信機
510と協働して動作し得る。
【０１１０】
　ブロック915において、方法900は、接続モードにあるとき、受信された共有チャネル割
当てに従って、共有チャネル上で通信するステップを含み得る。ブロック915における動
作は、図5、図6、もしくは図7を参照して説明したワイヤレス通信マネージャ520、または
図5もしくは図6を参照して説明した共有チャネル通信マネージャ545を使って実施されて
よく、これらは、図5を参照して説明した受信機510および/または送信機530と協働して動
作し得る。
【０１１１】
　方法900のいくつかの例では、少なくとも1つの広帯域化モードは、単一の広帯域化モー
ドまたは、代替として、複数の広帯域化モードを含み得る。少なくとも1つの広帯域化モ
ードが複数の広帯域化モードを含むいくつかの例では、複数の広帯域化モードは、第1の
広帯域化モードおよび第2の広帯域化モードを含んでよく、第1の広帯域化モードは、第2
の広帯域化モードとは異なる共有チャネル帯域幅に少なくとも部分的に基づく。少なくと
も1つの広帯域化モードが複数の広帯域化モードを含むいくつかの例では、複数の広帯域
化モードは広帯域化ダウンリンクモードおよび広帯域化アップリンクモードを含んでよく
、広帯域化ダウンリンクモードは、広帯域化アップリンクモードとは異なる共有チャネル
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帯域幅に少なくとも部分的に基づく。
【０１１２】
　方法900のいくつかの例では、複数のモードに従って動作するための指示される能力は
、ワイヤレスデバイスの最大サポート帯域幅の指示を含んでよく、共有チャネル割当ては
、最大サポート帯域幅以下である最大共有チャネル帯域幅を有するモードに関連付けられ
てよい。
【０１１３】
　方法900のいくつかの例では、ブロック910および915における受信および通信する動作
は、クロスサブフレームで起こり得る(たとえば、ブロック915における通信は、クロスサ
ブフレームでスケジュールされ得る)。
【０１１４】
　図10は、本開示の様々な態様による、ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信のた
めの方法の例を示すフローチャート1000である。明確にするために、方法1000は、図1も
しくは図7に関して説明されたUE115の1つまたは複数の態様、図5に関して説明された装置
515の態様、または図5、図6、もしくは図7に関して説明されたワイヤレス通信マネージャ
520のうちの1つまたは複数の、態様に関して、以下で説明される。いくつかの例では、ワ
イヤレスデバイスは、以下で説明される機能を実施するようにワイヤレスデバイスの機能
要素を制御するために、1つまたは複数のコードのセットを実行することができる。追加
または代替として、ワイヤレスデバイスは、専用ハードウェアを使用して、以下に説明す
る機能のうちの1つまたは複数を実施することができる。
【０１１５】
　ブロック1005において、方法1000は、ネットワークとの接続モードに遷移するステップ
を含み得る。ブロック1005における動作は、図5、図6、もしくは図7に関して説明したワ
イヤレス通信マネージャ520、または図6に関して説明した接続マネージャ605を使って実
施され得る。
【０１１６】
　ブロック1010において、方法1000は、接続モードにおいて少なくとも1つの共有チャネ
ル上でネットワークと通信するための複数のモードに従って動作するための能力の指示を
(たとえば、ネットワークに)送信するステップを含み得る。複数のモードは、狭帯域モー
ドおよび少なくとも1つの広帯域化モードを含み得る。各広帯域化モードは、狭帯域モー
ドに関連付けられた狭帯域共有チャネル帯域幅と、広帯域モードに関連付けられた広帯域
共有チャネル帯域幅との間の共有チャネル帯域幅に少なくとも部分的に基づいてよく、狭
帯域共有チャネル帯域幅は、広帯域共有チャネル帯域幅とは異なる。いくつかの例では、
複数のモードで動作するための能力の指示を送信することは、ワイヤレスデバイスの最大
サポート帯域幅の指示を送信することを含み得る。いくつかの例では、少なくとも1つの
共有チャネルは、PDSCH、PUSCH、またはそれらの組合せのうちの少なくとも1つを含み得
る。ブロック1010における動作は、図5、図6、もしくは図7を参照して説明したワイヤレ
ス通信マネージャ520、または図5もしくは図6を参照して説明した能力インジケータ535を
使って実施されてよく、これらは、図5を参照して説明した送信機530と協働して動作し得
る。
【０１１７】
　ブロック1015において、方法1000は、ネットワークとの接続モードに遷移したことに少
なくとも部分的に基づいて、共有チャネル割当てについて監視するステップを含み得る。
ブロック1015における動作は、図5、図6、もしくは図7を参照して説明したワイヤレス通
信マネージャ520、または図5もしくは図6を参照して説明した共有チャネル割当てマネー
ジャ540を使って実施されてよく、これらは、図5を参照して説明した受信機510と協働し
て動作し得る。
【０１１８】
　ブロック1020において、方法1000は、狭帯域モードでの動作または少なくとも1つの広
帯域化モードのうちの1つでの動作に関連付けられた共有チャネル割当てを受信するステ
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ップを含み得る。いくつかの例では、共有チャネル割当てについて監視することは、共有
チャネル割当てについて少なくとも1つの広帯域グラントを監視することであって、各広
帯域グラントは広帯域モードに関連付けられる、監視すること、少なくとも1つの広帯域
グラントに割り振られたRBのサブセットを、共有チャネル割当てについて監視すること、
少なくとも1つの広帯域化モードに関連付けられた少なくとも1つの広帯域化グラントを、
共有チャネル割当てについて監視すること、狭帯域のグループに関連付けられた少なくと
も1つの広帯域化グラントを、共有チャネル割当てについて監視すること、またはそれら
の組合せのうちの少なくとも1つを含み得る。ブロック1020における動作は、図5、図6、
もしくは図7を参照して説明したワイヤレス通信マネージャ520、または図5もしくは図6を
参照して説明した共有チャネル割当てマネージャ540を使って実施されてよく、これらは
、図5を参照して説明した受信機510と協働して動作し得る。
【０１１９】
　ブロック1025において、方法1000は、接続モードにあるとき、受信された共有チャネル
割当てに従って、共有チャネル上で通信するステップを含み得る。ブロック1025における
動作は、図5、図6、もしくは図7を参照して説明したワイヤレス通信マネージャ520、また
は図5もしくは図6を参照して説明した共有チャネル通信マネージャ545を使って実施され
てよく、これらは、図5を参照して説明した受信機510および/または送信機530と協働して
動作し得る。
【０１２０】
　図11は、本開示の様々な態様による、ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信のた
めの方法の例を示すフローチャート1100である。明確にするために、方法1100は、図1も
しくは図7に関して説明されたUE115の1つまたは複数の態様、図5に関して説明された装置
515の態様、または図5、図6、もしくは図7に関して説明されたワイヤレス通信マネージャ
520のうちの1つまたは複数の、態様に関して、以下で説明される。いくつかの例では、ワ
イヤレスデバイスは、以下で説明される機能を実施するようにワイヤレスデバイスの機能
要素を制御するために、1つまたは複数のコードのセットを実行することができる。追加
または代替として、ワイヤレスデバイスは、専用ハードウェアを使用して、以下に説明す
る機能のうちの1つまたは複数を実施することができる。
【０１２１】
　ブロック1105において、方法1100は、接続モードにおいて少なくとも1つの共有チャネ
ル上でネットワークと通信するとき、複数のモードで動作するための能力の指示を送信す
るステップを含み得る。複数のモードは、狭帯域モードおよび少なくとも1つの広帯域化
モードを含み得る。各広帯域化モードは、狭帯域モードに関連付けられた狭帯域共有チャ
ネル帯域幅と、広帯域モードに関連付けられた広帯域共有チャネル帯域幅との間の共有チ
ャネル帯域幅に少なくとも部分的に基づいてよく、狭帯域共有チャネル帯域幅は、広帯域
共有チャネル帯域幅とは異なる。いくつかの例では、複数のモードに従って動作するため
の能力の指示を送信することは、ワイヤレスデバイスの最大サポート帯域幅の指示を送信
することを含み得る。いくつかの例では、少なくとも1つの共有チャネルは、PDSCH、PUSC
H、またはそれらの組合せのうちの少なくとも1つを含み得る。ブロック1105における動作
は、図5、図6、もしくは図7を参照して説明したワイヤレス通信マネージャ520、または図
5もしくは図6を参照して説明した能力インジケータ535を使って実施されてよく、これら
は、図5を参照して説明した送信機530と協働して動作し得る。
【０１２２】
　ブロック1110において、方法1100は、ネットワークから、少なくとも1つの共有チャネ
ル割当てについて監視するための指示を受信するステップを含み得る。ブロック1110にお
ける動作は、図5、図6、もしくは図7を参照して説明したワイヤレス通信マネージャ520、
または図5もしくは図6を参照して説明した共有チャネル割当てマネージャ540を使って実
施されてよく、これらは、図5を参照して説明した受信機510と協働して動作し得る。
【０１２３】
　1115において、方法1100は、ブロック1110において受信された指示に従って共有チャネ
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ル割当てについて監視するステップを含み得る。ブロック1115における動作は、図5、図6
、もしくは図7を参照して説明したワイヤレス通信マネージャ520、または図5もしくは図6
を参照して説明した共有チャネル割当てマネージャ540を使って実施されてよく、これら
は、図5を参照して説明した受信機510と協働して動作し得る。
【０１２４】
　ブロック1120において、方法1100は、狭帯域モードでの動作または少なくとも1つの広
帯域化モードのうちの1つでの動作に関連付けられた共有チャネル割当てを受信するステ
ップを含み得る。いくつかの例では、共有チャネル割当てについて監視することは、共有
チャネル割当てについて少なくとも1つの広帯域グラントを監視することであって、各広
帯域グラントは広帯域モードに関連付けられる、監視すること、少なくとも1つの広帯域
グラントに割り振られたRBのサブセットを、共有チャネル割当てについて監視すること、
少なくとも1つの広帯域化モードに関連付けられた少なくとも1つの広帯域化グラントを、
共有チャネル割当てについて監視すること、狭帯域のグループに関連付けられた少なくと
も1つの広帯域化グラントを、共有チャネル割当てについて監視すること、またはそれら
の組合せのうちの少なくとも1つを含み得る。ブロック1120における動作は、図5、図6、
もしくは図7を参照して説明したワイヤレス通信マネージャ520、または図5もしくは図6を
参照して説明した共有チャネル割当てマネージャ540を使って実施されてよく、これらは
、図5を参照して説明した受信機510と協働して動作し得る。
【０１２５】
　ブロック1125において、方法1100は、接続モードにあるとき、受信された共有チャネル
割当てに従って、共有チャネル上で通信するステップを含み得る。ブロック1125における
動作は、図5、図6、もしくは図7を参照して説明したワイヤレス通信マネージャ520、また
は図5もしくは図6を参照して説明した共有チャネル通信マネージャ545を使って実施され
てよく、これらは、図5を参照して説明した受信機510および/または送信機530と協働して
動作し得る。
【０１２６】
　図12は、本開示の様々な態様による、ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信のた
めの方法の例を示すフローチャート1200である。明確にするために、方法1200は、図1も
しくは図7に関して説明されたUE115の1つまたは複数の態様、図5に関して説明された装置
515の態様、または図5、図6、もしくは図7に関して説明されたワイヤレス通信マネージャ
520のうちの1つまたは複数の、態様に関して、以下で説明される。いくつかの例では、ワ
イヤレスデバイスは、以下で説明される機能を実施するようにワイヤレスデバイスの機能
要素を制御するために、1つまたは複数のコードのセットを実行することができる。追加
または代替として、ワイヤレスデバイスは、専用ハードウェアを使用して、以下に説明す
る機能のうちの1つまたは複数を実施することができる。
【０１２７】
　ブロック1205において、方法1200は、接続モードにおいて少なくとも1つの共有チャネ
ル上でネットワークと通信するための複数のモードに従って動作するための能力の指示を
送信するステップを含み得る。複数のモードは、狭帯域モードおよび少なくとも1つの広
帯域化モードを含み得る。各広帯域化モードは、狭帯域モードに関連付けられた狭帯域共
有チャネル帯域幅と、広帯域モードに関連付けられた広帯域共有チャネル帯域幅との間の
共有チャネル帯域幅に少なくとも部分的に基づいてよく、狭帯域共有チャネル帯域幅は、
広帯域共有チャネル帯域幅とは異なる。いくつかの例では、複数のモードに従って動作す
るための能力の指示を送信することは、ワイヤレスデバイスの最大サポート帯域幅の指示
を送信することを含み得る。いくつかの例では、少なくとも1つの共有チャネルは、PDSCH
、PUSCH、またはそれらの組合せのうちの少なくとも1つを含み得る。ブロック1205におけ
る動作は、図5、図6、もしくは図7を参照して説明したワイヤレス通信マネージャ520、ま
たは図5もしくは図6を参照して説明した能力インジケータ535を使って実施されてよく、
これらは、図5を参照して説明した送信機530と協働して動作し得る。
【０１２８】
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　ブロック1210において、方法1200は、ネットワークから少なくとも1つのRRCメッセージ
を受信するステップを含み得る。いくつかの例では、受信されたRRCメッセージは、SPSが
複数のモードのうちのあるモード用にアクティブ化されることを示し得る。いくつかの例
では、受信されたRRCメッセージは、SPSがアクティブ化されることを示すだけでよく、方
法1200は、ワイヤレスデバイスの最大サポート帯域幅に少なくとも部分的に基づいて、ま
たはブロック1235において受信される共有チャネル割当てに関連付けられたモードに少な
くとも部分的に基づいて、SPSがアクティブ化されている、複数のモードのうちのあるモ
ードを識別するステップを含み得る。ブロック1210における動作は、図5、図6、もしくは
図7を参照して説明したワイヤレス通信マネージャ520、または図6を参照して説明したSPS
マネージャ610を使って実施されてよく、これらは、図5を参照して説明した受信機510と
協働して動作し得る。
【０１２９】
　ブロック1215において、方法1200は、SC-PTMリソースの少なくとも1つの指示を受信す
るステップを任意選択で含み得る。いくつかの例では、SC-PTMリソースの少なくとも1つ
の指示は、(たとえば、少なくとも1つのSIB中の)システム情報とともに受信され得る。い
くつかの例では、ブロック1215における動作は、ブロック1210における動作の一部であっ
てよい。いくつかの例では、ブロック1215における動作は、狭帯域モードに関連付けられ
たSC-PTMリソースの第1のセット、および少なくとも第1の広帯域化モードに関連付けられ
たSC-PTMリソースの第2のセットを識別する、少なくとも1つのSIB中の、SC-PTMリソース
の少なくとも1つの指示を受信することを含み得る。いくつかの例では、ブロック1215に
おける動作は、少なくとも1つのSIB中で、狭帯域モードに関連付けられたSC-PTMリソース
の第1のセットに関連付けられた第1のTBSの第1の指示、および第1の広帯域化モードに関
連付けられたSC-PTMリソースの第2のセットに関連付けられた第2のTBSの第2の指示を受信
することも含み得る。ブロック1215における動作は、図5、図6、もしくは図7を参照して
説明したワイヤレス通信マネージャ520、または図6を参照して説明したSC-PTMマネージャ
615を使って実施されてよく、これらは、図5を参照して説明した受信機510と協働して動
作し得る。
【０１３０】
　ブロック1220において、方法1200は、共有チャネル割当てに関連付けられた周波数ホッ
ピングの指示を受信するステップを任意選択で含み得る。周波数ホッピングの指示は、広
帯域化モードに関連付けられたより広い帯域に少なくとも部分的に基づく周波数ホッピン
グオフセット、リソースブロックの数に少なくとも部分的に基づく周波数ホッピングオフ
セット、ミラーホッピングを使うための指示、アップリンク通信にスロットベースのホッ
ピングを使うための指示、または周波数ホッピングを使わないという指示のうちの少なく
とも1つを含み得る。いくつかの例では、共有チャネル割当てに関連付けられた周波数ホ
ッピングの指示は、ブロック1210または1215において受信されたSIB中で受信され得る。
ブロック1220における動作は、図5、図6、もしくは図7を参照して説明したワイヤレス通
信マネージャ520、または図6を参照して説明した周波数ホッピングマネージャ620を使っ
て実施されてよく、これらは、図5を参照して説明した受信機510と協働して動作し得る。
【０１３１】
　ブロック1225において、方法1200は、狭帯域モード用のPRSの第1のセット、少なくとも
第1の広帯域化モード用のPRSの第2のセット、またはそれらの組合せのうちの少なくとも1
つの、指示を受信するステップを任意選択で含み得る。いくつかの例では、PRSのセット
の指示は、ブロック1210または1215において受信されたSIB中で受信され得る。ブロック1
225における動作は、図5、図6、もしくは図7を参照して説明したワイヤレス通信マネージ
ャ520、または図6を参照して説明したPRSマネージャ625を使って実施されてよく、これら
は、図5を参照して説明した受信機510と協働して動作し得る。
【０１３２】
　1230において、方法1200は、狭帯域グラントおよび広帯域化グラントのうちの少なくと
も1つもしくは広帯域グラント、または共通探索空間中の狭帯域グラントおよびデバイス
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固有探索空間中の広帯域化グラントのうちの少なくとも1つもしくは広帯域グラント、ま
たは広帯域化グラントのうちの少なくとも1つもしくは広帯域グラントにおいて、共有チ
ャネル割当てについて監視するステップを含み得る。ブロック1230における動作は、図5
、図6、もしくは図7を参照して説明したワイヤレス通信マネージャ520、または図5もしく
は図6を参照して説明した共有チャネル割当てマネージャ540を使って実施されてよく、こ
れらは、図5を参照して説明した受信機510と協働して動作し得る。
【０１３３】
　ブロック1235において、方法1200は、狭帯域モードでの動作または少なくとも1つの広
帯域化モードのうちの1つでの動作に関連付けられた共有チャネル割当てを受信するステ
ップを含み得る。いくつかの例では、共有チャネル割当てを受信することは、ダウンリン
ク通信のための不連続リソース割振りの指示、またはアップリンク通信のためのマルチク
ラスタリソース割振りの指示のうちの少なくとも1つを受信することを含み得る。いくつ
かの例では、共有チャネル割当てを受信することは、MPDCCH中で、狭帯域モードに関連付
けられたSC-PTMリソースの第1のセットに関連付けられた第1のTBSの第1の指示、または第
1の広帯域化モードに関連付けられたSC-PTMリソースの第2のセットに関連付けられた第2
のTBSの第2の指示を受信することを含み得る。ブロック1235における動作は、図5、図6、
もしくは図7を参照して説明したワイヤレス通信マネージャ520、または図5もしくは図6を
参照して説明した共有チャネル割当てマネージャ540を使って実施されてよく、これらは
、図5を参照して説明した受信機510と協働して動作し得る。
【０１３４】
　ブロック1240において、方法1200は、CSIフィードバックに関連付けられたサブバンド
を識別するステップを任意選択で含み得る。いくつかの例では、サブバンドは、(たとえ
ば、狭帯域制御チャネル帯域幅による)MPDCCHの送信に使われる狭帯域を含み得るが、サ
ブバンドは、MPDCCH用に使われる狭帯域よりも大きい帯域幅を有し得る。いくつかの例で
は、サブバンドは、狭帯域モードの狭帯域共有チャネル帯域幅と広帯域モードの広帯域共
有チャネル帯域幅との間の第3の帯域幅を有し得る。ブロック1240における動作は、図5、
図6、もしくは図7に関して説明したワイヤレス通信マネージャ520、または図6に関して説
明したCSIマネージャ630を使って実施され得る。
【０１３５】
　ブロック1245において、方法1200は、接続モードにあるとき、共有チャネル割当てに従
って、共有チャネル上で通信するステップを含み得る。いくつかの例では、共有チャネル
上で通信することは、(たとえば、第1の広帯域化モードで通信するとき)ブロック1240に
おいて識別されたサブバンドについてのCSIフィードバックを送信することを含み得る。
いくつかの例では、共有チャネル上で通信することは、(たとえば、狭帯域モードで通信
するとき)MPDCCHの送信に使われる狭帯域についてのCSIフィードバックを送信することを
含み得る。いくつかの例では、CSIフィードバックは、代替として、制御チャネル上で(た
とえば、MPDCCHまたはPUCCH上で)送信され得る。いくつかの例では、通信することは、第
1の帯域から第2の帯域への再同調に少なくとも部分的に基づいてよく、ブロック1245にお
ける動作は、第1の帯域および第2の帯域がワイヤレスデバイスの最大サポート帯域幅内で
あるとき、SRSを送信することをさらに含み得る。ブロック1245における動作は、図5、図
6、もしくは図7を参照して説明したワイヤレス通信マネージャ520、図5もしくは図6を参
照して説明した共有チャネル通信マネージャ545、または図6を参照して説明したCSIマネ
ージャ630もしくはSRSマネージャ635を使って実施されてよく、これらは、図5を参照して
説明した受信機510および/または送信機530と協働して動作し得る。
【０１３６】
　図9、図10、図11、および図12を参照しながら説明した方法900、1000、1100、および12
00は、ワイヤレス通信を実現し得る。方法900、1000、1100、および1200は例示的な実装
形態にすぎず、方法900、1000、1100、または1200の動作は、他の実装形態が可能である
ように並べ替えられ、または場合によっては変更され得ることに留意されたい。いくつか
の例では、方法900、1000、1100、または1200の態様が組み合わされてよい。
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【０１３７】
　本明細書で説明される技法は、CDMA、TDMA、FDMA、OFDMA、SC-FDMA、および他のシステ
ムなど、様々なワイヤレス通信システムのために使用され得る。「システム」および「ネ
ットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用される。CDMAシステムは、CDMA2000、
ユニバーサル地上波無線アクセス(UTRA)などの無線技術を実装してよい。CDMA2000は、IS
-2000、IS-95およびIS-856規格をカバーする。IS-2000のリリース0およびAは、CDMA2000 
1X、1Xなどと呼ばれる場合がある。IS-856(TIA-856)は、CDMA2000 1xEV-DO、高速パケッ
トデータ(HRPD)などと呼ばれる場合がある。UTRAは、ワイドバンドCDMA(WCDMA(登録商標)
)、およびCDMAの他の変形を含む。TDMAシステムは、モバイル通信用グローバルシステム(
GSM(登録商標))などの無線技術を実装し得る。OFDMAシステムは、ウルトラモバイルブロ
ードバンド(UMB)、発展型UTRA(E-UTRA)、米国電気電子技術者協会(IEEE)802.11(Wi-Fi)、
IEEE802.16(WiMAX)、IEEE802.20、Flash-OFDM(商標)などの無線技術を実装し得る。UTRA
およびE-UTRAは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム(UMTS)の一部
である。3GPP LTEおよびLTE-Aは、E-UTRAを使用するUMTSの新しいリリースである。UTRA
、E-UTRA、UMTS、LTE、LTE-A、およびGSM(登録商標)は、3GPPと称する団体からの文書に
記載されている。CDMA2000およびUMBは、「第3世代パートナーシッププロジェクト2」(3G
PP2)と称する団体からの文書に記載されている。本明細書で説明した技法は、無認可帯域
幅または共有帯域幅を介したセルラー(たとえば、LTE)通信を含む、上述のシステムおよ
び無線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術のために使用され得る。しかしながら
、上の説明は、例としてLTE/LTE-Aシステムを説明し、上の説明の大部分においてLTE用語
が使用されるが、技法はLTE/LTE-A適用例以外に適用可能である。
【０１３８】
　添付の図面に関して上に記載された詳細な説明は、例を説明しており、実装され得る例
、または特許請求の範囲内にある例のすべてを表すものではない。この説明で使用される
「例」および「例示的」という用語は、「例、事例、または例示として機能すること」を
意味し、「好ましい」または「他の例よりも有利である」ことを意味しない。発明を実施
するための形態は、説明した技法の理解を可能にする目的で、具体的な詳細を含む。しか
しながら、これらの技法は、これらの具体的な詳細を伴うことなく実践されることがある
。いくつかの事例では、説明した例の概念を不明瞭にすることを回避するために、よく知
られている構造および装置はブロック図の形態で示されている。
【０１３９】
　本明細書で使用する、「に基づいて」という句は、条件の閉集合を指すことを企図され
るものではない。たとえば、「条件Aに基づいて」と記載される例示的なステップは、本
開示の範囲から逸脱することなく、条件Aと条件Bの両方に基づいてよい。言い換えると、
本明細書で使用する、「に基づいて」という句は、「に少なくとも部分的に基づいて」と
いう句と同じように解釈されるものである。
【０１４０】
　情報および信号は、様々な異なる技術および技法のうちのいずれかを使用して表される
場合がある。たとえば、上記の説明全体にわたって参照され得るデータ、命令、コマンド
、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは
磁気粒子、光場もしくは光粒子、またはそれらの任意の組合せによって表されてよい。
【０１４１】
　本明細書の開示に関して説明される様々な例示的なブロックおよび構成要素は、汎用プ
ロセッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、ASIC、FPGAもしくは他のプログラマブル論理
デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、または本
明細書において説明される機能を実施するように設計されるそれらの任意の組合せを用い
て実現または実施される場合がある。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであってよい
が、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコン
トローラ、またはステートマシンであってよい。プロセッサはまた、コンピューティング
デバイスの組合せ、たとえば、DSPとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロ
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セッサ、DSPコアと連携する1つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそ
のような構成として実装され得る。
【０１４２】
　本明細書で説明した機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフトウェ
ア、ファームウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。プロセッサによって実行さ
れるソフトウェアで実装される場合、機能は、1つまたは複数の命令またはコードとして
、コンピュータ可読媒体上に記憶されてよく、またはコンピュータ可読媒体を介して送信
されてよい。他の例および実装形態が、本開示および添付の特許請求の範囲内および趣旨
内にある。たとえば、ソフトウェアの性質に起因して、上述した機能は、プロセッサによ
って実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、ま
たはこれらのいずれかの組合せを使用して実装されてよい。機能を実装する構成要素はま
た、異なる物理的ロケーションに機能の部分が実装されるように分散されることを含めて
、様々な位置に物理的に配置されてよい。特許請求の範囲を含む本明細書で使用される場
合、「または」という用語は、2つ以上の項目の列挙において使用されるとき、列挙され
る項目のうちのいずれか1つが単独で利用され得ること、または列挙される項目のうちの2
つ以上の任意の組合せが利用され得ることを意味する。たとえば、構成が、構成要素A、B
、またはCを含むものとして説明される場合、その構成は、Aのみ、Bのみ、Cのみ、Aおよ
びBの組合せ、AおよびCの組合せ、BおよびCの組合せ、またはA、B、およびCの組合せを含
むことができる。また、特許請求の範囲内を含み、本明細書で使用される場合、項目のリ
スト(たとえば、「のうちの少なくとも1つ」または「のうちの1つまたは複数」などの句
で始まる項目のリスト)内で使用される「または」は、たとえば、「A、B、またはCのうち
の少なくとも1つ」というリストがAまたはBまたはCまたはABまたはACまたはBCまたはABC(
すなわち、AおよびBおよびC)を意味するような、選言的リストを示す。
【０１４３】
　コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を
容易にする任意の媒体を含む、非一時的コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。
非一時的記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用
可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、非一時的コンピュータ可読媒体は、RAM
、ROM、EEPROM、フラッシュメモリ、CD-ROMまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディ
スクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形
態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得るとともに、汎
用もしくは専用コンピュータまたは汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得
る任意の他の非一時的媒体を備えることができる。また、任意の接続が、適正にコンピュ
ータ可読媒体と呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブ
ル、ツイストペア、デジタル加入者回線(DSL)、または赤外線、無線、およびマイクロ波
などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースか
ら送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、DSL、または赤
外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は媒体の定義に含まれる。ディスク
(disk)およびディスク(disc)は、本明細書において使用されるとき、コンパクトディスク
(disc)(CD)、レーザディスク(disc)、光ディスク(disc)、デジタル多用途ディスク(disc)
(DVD)、フロッピー(登録商標)ディスク(disk)およびブルーレイディスク(disc)を含み、
ディスク(disk)は、通常、データを磁気的に再生し、一方、ディスク(disc)は、データを
レーザで光学的に再生する。上記の組合せも、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる
。
【０１４４】
　本開示の先の説明は、当業者が本開示を作成または使用することを可能にするために与
えられる。本開示の様々な変更は当業者には容易に明らかとなり、本明細書で定義される
一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得る。したがっ
て、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるものでなく、本明細書で開
示する原理および新規の技法と一致する最も広い範囲が与えられるべきである。
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【符号の説明】
【０１４５】
　　100　ワイヤレス通信システム
　　105　基地局
　　110　地理的カバレージエリア
　　115　UE
　　125　通信リンク
　　130　コアネットワーク
　　132　バックホールリンク
　　134　バックホールリンク
　　305　狭帯域
　　310　より広い帯域
　　405　狭帯域
　　410　サブバンド
　　510　受信機
　　515　装置
　　520　ワイヤレス通信マネージャ
　　530　送信機
　　535　能力インジケータ
　　540　共有チャネル割当てマネージャ
　　545　共有チャネル通信マネージャ
　　605　接続マネージャ
　　610　SPSマネージャ
　　615　SC-PTMマネージャ
　　620　周波数ホッピングマネージャ
　　625　PRSマネージャ
　　630　CSIマネージャ
　　635　SRSマネージャ
　　710　プロセッサ
　　720　メモリ
　　725　コンピュータ可読コンピュータ実行可能コード、コンピュータ実行可能コード
　　730　トランシーバ
　　735　バス
　　740　アンテナ
　　810　プロセッサ
　　820　メモリ
　　825　コンピュータ可読コンピュータ実行可能コード、コンピュータ実行可能コード
　　830　基地局コミュニケータ
　　835　バス
　　840　ネットワークコミュニケータ
　　850　トランシーバ
　　855　アンテナ
　　860　基地局ワイヤレス通信マネージャ
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